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卜

ヒ
な
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一

」
刀

會
.的

法

的

経

濟

學

の
考

察

(濁

逸

経

済

畢

に

於

け

る

〔
二
完

∀

一
新

傾

向

)

米

田

庄

太

郎

余
は
木
雑
誌
本
年
六
月
號

に
於

て
公
に
ぜ
ろ
本
論
交

一
に
於
て
、
デ
イ
ー

ル
の
著
作

に
エ
リ
濁
逸
経
済
學
に
於
け

る

一
新
傾
向

ε
し
て
、
紅
會
的

(

■

法
的
経
済
學
の
根
本
思
想

、
及
び
英
の
嶺
生

な
概
論
し
、
夫
れ
&
り
引
き
続

い
て
其

の
根
本
思
想
の
批
判
的
考
察
々
試

み
る

つ
も
り
で
あ

っ
た
が
、

「
新
理
想
主
義
歴

異
哲
學
」
を
出
來

る
だ
け
早

ぐ
完
成
し
て
、
余

の
「
肚
會
學
膿
系
」
の
出
版

に
着
手
ぜ
ん
が
爲
め
、
該
書

の
著
作
に
殆
ん

ご
全
力
た
注

い
で
居
う
が
故
.レ
、
遺
憾
な
が
ら
本
論
曳
を
引
き
縦

ゼ
て
公

F
す

る
こ
こ
が
出
来
な
く
な
っ
た
。
術
ぽ
今
後
も
豫
定
濫
り
に
本
論
文
奄
公

ド
す

み
暇

ぱ
、
少
く
な
も
當
分
得
ら
れ
そ
う

に
な
い
が
、
さ
れ
ば
ε
て
本
論
交
の
締
り

奄
つ
け
で

に
棄
て

㌔
置
く
の
も
、
讃
着

に
濟
直
な

い
こ
思

ふ
か
ら
、
此

慮

.ト
デ
イ
τ
ル
の
融
雪
科
畢

の
概
念
な
批
評

し
て
、
そ
れ
で

一
先
づ
本
論
亦
ハな
完
結
す

ろ
事
こ
す
る
、
帥置
者
之
々
諒

ゼ
ら
れ
よ
o

`

第
四
節

デ
ぞ
ー
ル
の
肚
會
科
學
の
概
念
の
批
判

ラ

実

れ
本
論

交

一
に
於

て
述

べ
し
如

く
、
デ

イ
ー

ル
は

国
民

脛
濟
學

を

一
の
就
會

科
學

ご
七

て
確
立

せ
ん

ε
す

る

(

の
で
あ

る
か
ら
、
同
氏

の
国
民
経
済
學

の
概

念

の
學

的
性

質
は
、
つ
ま

り
同

氏
の
砒
食
料

學

の
概
念

に
よ
り
て
決

定

さ
れ

る

の
で
あ

る
。
然

る
に
同
氏
の
肚
會
科
學

の
概
念

は
、
従
来

の
種

々
な
る
　肛
會
科

學

の
概
念

ε
は
異

な
.れ

る

庭
が

あ

る
。
殊

に

マ
ー

ル
ブ
ー

ル
ヒ
涙

の
肚
會
科
畢

の
概
念

、

」
層

適
切

に
云

へ
は

シ
ユ
タ

ム
ラ
ー
の
肚

會
科
學

論

叢
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會
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済
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察
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四
七
〇

の
概
念
軍
は
、
「
根
本
的
に
異
な
れ
る
黙
が
め
る
。
そ
う
し
て
余
は
此
庭
に
特

に
其
筈

の
黙
に
注
目
し
て
、
同
氏
の

肚
會
科
學
の
概
念
を
考
察
し
、
伺
氏
濁
特
の
見
解
ε
思
な
.れ
る
も
の
が
、
認
識
論
上
、
或
は
學
問
方
法
論
上
、
如

何
程

の
償
値
を
有
す
乃
も
の
で
あ
る
か
を
、
批
劃
し
て
見
た

い
ε
思
ふ
。
.

'

〔
一
)

官
然
科
學
ど
精
葡
科
學

却
読
從
來
凋
逸

の
學
界
に
於
て
、

↓
般
に
行
な
以
れ
て
居
た
科
學
の
分
類
臓
、

つ
ま
り
科
學
を
自
然
科
學
ご
精

神
科
學

ε
に
大
別
す
る
も
の
で
あ

っ
た
コ
併
し
近
來
此
の
分
類
を
以
て
不
完
全
な
、
或
は
不
満
足
な
も
,
の

ε
見

て
、
新
し
き
分
類
を
立
て
ん
ε
す

る
幾
多
の
新
見
解
が
、
稜

々
現
は
か
て
居

る
が
、
其

の
中
に
て
も
殊
に
學
者
の

注
意
を
引

い
て
居

る
の
は
、
西
南
濁
逸
派
の
自
然
科
學

ε
歴
更
科
學
、
又
は
自
然
科
學

ε
文
化
科
學

ε
の
分
類
説

及
が

マ
ー
ル
プ
ー
ル
ビ
派
の
自
然
科
學
ε
肚
會
科
學
或
は
目
的
科
畢

こ
の
分
類
誘
で
あ
る
。
然
ら
ば
デ
イ
ー

ル
ば

如
.何
な
る
勲
に
於
て
、
其
尊
の
科
學

分
類
説
を
不
完
全
な
も
の
ぎ
認

め
、
そ
う
し
て
新
允
に
氏
の
分
類
説
を
立
て

ん
巴
す
る
の
で
あ
る
か
。
先
づ
自
然
科
學

`
精
棘
科
學
ε
の
分
賦
に
關
す

る
同
氏
の
見
解
を
調
ら

ぺ
て
見
よ
動
、
↑

今
デ
イ
t
ル
の
説
く
庭

に
よ
れ
ば
、
自
然
科
學

ε
は

つ
ま
り
人
間

の
働
き
を
加

へ
る
こ
ε
な
し
に
生
起
す
る

一

切
の
現
象
の
科
學
、
人
間
が
只
受
働
的
な
、
只

之
を
眺

め
て
居
る
丈

の
役
目
を
演
ず
る
に
過
ぎ
な
い
、

一
切
の
現

象
の
科
學
を
包
括
す
る
も
の
で
あ
る
。
其
筈
の
科
學
は
外
界
の
現
象
を
其

の
法
則
的
進
行
に
於
て
認
識
す

る
を
學

び
、
箇

々
の
現
象
問

に
存
在
す

る
結
合
を
.説
明
す
る

こ
ご
を
、
研
究
の
目
的

ご
す

る
虎
の
も
の
で
あ
る
。
人
々
が
直

「



'

ち
に
自
然
科
學

ε
し
て
指
示
す
る
物
理
學
、
即
急
自
然
に
於
け
る

エ
.子
ル
ギ
ー
論
の
如

き
.
基
本
的
科
學

に
付
て

.

見
る
も
、
叉
は
天
界
の
諸
現
象
を
研
究
す

る
天
文
學
、
地
球
の
諸
現
象
を
取
扱
ふ
地
理
學
及
び
地
質
學
、
生
命
現

象
を
研
究
す

る
生
物
學
の
如
き
、
飴
他

の
自
然
科
學
に
付
て
見
る
も
、
昔
人
は
人
聞
の
意
志
か
ら
濁
立
し
、
確
乎

た

る
法
則
的
…進
行
に
於
て
、
吾
人
に
興

へ
ら
る
庭
の
勢
力
及
び
過
程

が
、
常
に
取
扱
は
れ
て
居
備
こ
ご
を
見

る
の

で
あ
る
。
.

併
し
叉
右
の
自
然
科
學
ご
は
異
な
れ
る
、
他
の
科
學

の

一
部
類
が
あ
る
。
そ
う
し
て
之
を
精
神
科
學
ε
総
組
す

る
こ
ε
に
付
て
、
色
々
異
論
が
あ
る
に
拘
ら
す
、
今
日
も
省
ほ
其
の
名
構
を
固
持

せ
ん
ε
す
る
人
々
が
あ
る
。
今

日
此
の
名
爾
を
選
ぶ
人

々
の
中
で
、
特
に
注
目
す

べ
き
は
ゲ
イ
ル
タ
イ
で
あ
る
。

ゲ
イ
ル
タ
イ

(b
=
9
超
)
の
説

く
威

に
よ
れ
ば
、
生
活
其
の
物
の
諸
職
分
か
ら
自
か
ら
生
長
し
、
凱
象

の
共
同

性

に
よ
り
.て
相
互
に
結
合

さ
れ
る
薩
⑪
諸
智
識
の

一
部
類
が
獲
達
し
た
。
是
れ
歴
史
、
国
民
経
済
學
、
渋
墨
、
國

家
學
、
宗
教
學
、
文
學
及
び
詩
歌
の
研
究
、
.空
聞
藝
術
及
び
音
樂
の
研
究
、
哲
學
的
世
界
観
及
び
艦
系
の
研
究
、終

に
心
理
學
等
の
諸
斜
里

で
あ
る
。
そ
う
し
て
総
て
此
等
の
科
學
は
人
類
ご
云
ふ
同

一
の
大
事
實

に
結
び
付
く
毛
の

で
あ
る
。
此
等
の
科
學
は
右
の
大
事
實
に
聞
し
て
記
述
し
、
説
話
し
、
判
断
し
、
概
念
及
び
理
論
を
構
成
す
る
の

で
あ
る
。
ゲ
イ
ル
タ
イ
に
あ
り
て
は
、
「
人
類
」
ξ
云
ふ
事
實
は
直
ち
に
精
神
科
學
を
限
界
附
け

る
標
準
ご
し
て
用

ひ
ら
れ
て
屠
る
。
「
精
神
科
學
は
常
に
人
類
、
域
は
人
聞
的
、
肚
會
的
、
歴
史
的
貴
注
遣
い
ふ
同

一
の
事
實

に
結
び

論

叢

耽
會
的
法
的
経
済
學
の
考
察
(二
、完
)

第
十
三
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四
號

二
一
)

四
七
一
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四
七
二

付
け
ら

れ
、
此

く
て
先

づ
此

の
智
識
部

類
を
、
其

の
人

類

ξ

い
ふ
同

「
の
事
賢

に
、
r共

同
的

に
結

び
付

け
ら
れ

る

り

こ
己
に
よ
り
て
決
定
し
、
之
を
自
然
科
學
よ
力
限
界
附
け
る
可
能
性
が
生
す
る
」
、
「
さ
れ
ば
此
の
罷
験
し
得
ら
れ

る
も
の
に
於
て
、
生
活

の
総
て
の
贋
侑
…
が
含
ま
れ
、
此

の
膿
験
し
得
ら
れ
る
も
の
㌧
周
園
を
、
歴
史

の
外
部
的
騒

ぎ
の
全
膿
が
回
轄
す

る
。
此
庭
に
自
然
が
全
く
知
ら
な
い
庭
の
諸
目
的
か
現
は
れ
る
。
恵
志
は
獲
達
及
び
形
成
を

成
就
し
、
夫
れ
に
於
て
創
造

し
.
叉
主
罹
的
に
吾
人
に
於
て
活
動
す

る
椿
神
的
世
界
を
完
成
す
る
。
そ
う
し
て
只

精
神
的
世
界
に
於
て
の
み
、
生
活
は
其
の
債
値
、
其
の
目
的
及
び
其
の
意
義
を
有
す

る
の
で
あ
る
。
」
ゲ
イ
ル
タ
イ

・
は
叉
自
然
科
學
ご
精
神
科
學
ε
の
匠
別
を
簡
軍
に
左
の
如
く
に
も
説
述
し
て
居
る
。
「自
然
科
學
ε
精
神
科
學
ε
の

旺
別
に
樹
象
の
構
成
さ
れ
る
傾
向
に
存
す
る
。
或
は
夫
は
両
者
が
夫
れ
夫
れ
形
成

さ
れ
る
方
法

に
存
す
る
の
で
あ

る
。
精
神
科
學
に
あ
り
て
は
、
會
得

に
於
て
精
神
的
野
象
が
生
起
し
、
自
然
科
學

に
あ
り
て
は
、
認
識
に
於
て
物

理
的
劃
象
が
生
起
す
る
の
で
あ
る
。」
此
く
て
ゲ
イ

ル
タ
イ
に
從

へ
ば
、
自
然
科
學

の
勤
象
た
る
.自
然
は
、
精
神
の

作
働
か
ら
濁
立
し
て
存
在
す
る
實
在
を
包
括
す
る
が
、
人
間
が
作
働
し

て
其
の
特
質
を
捺
印
す

る
総
て
の
も
の

が
、
精
髄
科
學
の
劃
象
を
構
成
す

る
の
で
め
る
。

デ
イ
ー
ル
は
自
然
科
學
ビ
精
神
科
畢
ご
の
歴
別
、
殊
に
此
の
塵
別
に
付

て
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
立
て
た
る
説
を
、
右

-
に
述

べ
し
如
く
に
解
し
た
月
後
、
之
れ
を
批
評
し
て
居
る
が
、
其
の
大
專

は
左
の
如
く
で
あ
る
。

、
今
ゲ
イ
ル
タ
イ
が
自
然
科
學
ε
非
自
然
斜
里
こ
の
間

に
存
す
る

一
定
の
樹
立
を
、
正
當

に
又
鋭
く
指
摘

し
て
居

巳



る
ε
云
ふ

こ
ご
、
及
び

.
般

に
貴
賓

上
両
者

の
謝
象
を

正
當

に
表
現

し
て
居

る
ご
云
ふ

こ
ε
ば
疑
は
れ
な

い
が
ヤ.

併

し
自
然

科
學

及
び
精

神
科
學

ご
云

ふ
名
構
に
付
て
は

、
音
入

は
夫

れ
が
果
し
て
正
當

で
あ

る
や
否
や
を

、
疑

は

ざ

る
を
得

な

い
の
で
あ

る
。

先

づ
自

然
科
學

に
封
ず

る
弛

の
科
學
部

類
を

、
精

神
科
學

ε
秘
す

る
こ
巴
が

、

さ
な

き
だ

に
後
者

を
以
て
前
者

よ

り
も
高
等

な

る
科

學
で
あ

る
が
如
く
に
見

る
偏

見
を

、

一
暦

強

め
て
居

る
ε

思

ふ
。

精

神
科
畢

ご
云
ふ
名
禰

は
、
之

れ
に
よ
り
て
包
括

さ
れ

る
科
學

が
、特

に
精
神
的

な

る
働

き
を
要
求

し
、
之
れ

に
謝

し
て
自
.然
科
學

ご
構
せ
ら

れ

る
も

の
は
、
只
事

蟹
的
な

る
も

の

、
観
察
或

は
探
究

を
、
目

的

ε
す

る
だ
け

の
も

の

の
如

く
に
考

へ
る
謬
見

を
生
す

る
原
因

ε
な

っ
て
居

る

ご
、
思
は
れ

る
の
で
あ
る
。

も

つ
ε
も
此

の
名

禰
を
選

べ

る
人

力
が

、
決

し
て
両
者

の
間

に
此

の
如
き
位
階

別
を

立
て

ん
ご
考

へ
て
居

る

の
で
な

い
こ
ε
は
確

か
で
め

る
。

伊

上
蟹
隈

上
布

の
謬
見

が
常

に
起

っ
て
居

る
。
佃

ほ
叉
精
耐

ご
云

ふ
語
は

、
非
常

に
色
彩

の
多

い
言
葉

で
あ

り
、

あ

ら
ゆ

る
表

象
が
之
れ

に
結

び
付

け
ら
れ
、實

際
上
甚

だ
種

々
な

る
意

味

に
用

ひ
ら

れ
て
居

る
。
併

し
此
等

の
事
は

敢

て
問

は
な

い
ε
し
て
も
、
此
腱

に
科
學
を
自
然
科
學

ご
精

神
科
學

ε
に
分

つ
に
得

て
起

る
最
大

の
疑

が
あ

る
。

夫

れ
は
精

神
科
學

は
若

し
此

の
名
が

↓
般

に
意
義

を
有

す

可
く
は
、
r先

づ
第

一
に
人
間

精
帥

の
科
畢

を
包

含

せ
ね

ば
な
ら

霞
、
か
く
て
.心
理
畢

を
も
.含

ま
ね
ば
な
ら

蹟
で

な

い
か

ε
云

ふ
こ
ざ
で
あ

る
。

そ
う

し
て
デ

ィ

ル
タ
イ
は

明
ら

か
に
心

理
學
を
桔

紳
科
學
中

に
、撒

へ
て
居

る
。
併

し
心
理
學
は
自
然
科
學

に
厨
す

る
こ
`
は
、
今

や

↓
般

に

-

認
ら

れ
τ
居

る
事
實

で
め

る
。
最

ε
も
軍
純

な
、る
心
理

的
過
程
や

、
人
間

の
元
素

的
威

畳
及

び
表
象

や
、
若
蔵
及

論

叢

油
倉
的
波
蘭
経
歴
學
の
考
察
(二
、先
)

第
卜
三
巻

(第
四
號

二
三
)

四
七
三



'

論

叢

融
會
的
法
的
経
潴
畢
の
考
察
(二
沸完
)

第
十
三
巻

(第
四
號

二
四
)

四
七
四

ぴ
快
威
な
ぞ
が
取
扱
は

恥
て
居
る
庭
で
は
、
ま
さ
し
く
自
然
的
温
程
が
探
究
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
所
謂
心
理

的
現
象
な
る
も
の
は
、
身
龍
的
現
象
ε
同
じ
く
「
自
然
的
」
で
あ
る
。

さ
れ
ば
自
然
科
學
的
方
法
が
、

26
理
學
的
研

究

に
於

て
甚
だ
重
大
な
る
役
目
を
演
ず

る
の
は
、
毫
も
怪
む
に
足
ら
な
い
の
で
あ
る
。

エ
ソ
ビ
ソ
グ

ー
ウ

ス
に
從

・へ
は
、

一
切
の
心
理
的
事
象
の
徹
底
的
な
確
乎
た
る
法
則
性
ご
云
ふ
こ
ε
は
、
心
理
學
の

一
切
の
研
究

の
基
礎
で

あ
る
。
實
験
的
な
自
然
科
學
的
方
法
が
、
心
理
學
に
於
て
今
日
見
る
が
如
く
に
重
要
視
さ
れ
る
こ
ε
が
、
果
し
て

正
賞
で
あ
る
や
否
や
は
別
ε
し
て
、
ε
に
か
ぐ
入
間
の
精
神
的
及
び
心
理
的
生
活
の
研
究
領
分
は
、
大
な
る
廣

さ

に
於
て
自
然
科
學
に
厨
す
る
こ
ご
は
明
ら

か
で
あ
る
。
蓋
し
今
日
心
理
箪

に
於
て
は
、
吾
人
は
人
間

の

　
.定
の
自

然
前
素
質
及
び
性
質
を
、
対
象
こ
し
て
考
察
す

る
か
ら
で
あ
る
。

輓
近
の
哲
學
に
於
て
は
、
此
の
自
然
科
學
ε
精
神
科
學
こ
の
旺
別
は
、
強
き
反
野
を
惹
き
起
し
た
。

殊
に
,
ソ

ヶ
ル
ト
は
此
の
匪
別
を
排
斥
し
て
居

る
コ
.
彼
の
論
ず
る
庭
に
よ

れ

ば
、
「
何
故
に
心
理
生
活
が
身
盟
約
存
在
よ
り

も
馬
よ
b
少
な
く
自
然
的
な
る
我
物
で
あ

る
か
は
解
し
得
ら
れ
な
い
。
随

ふ
て
又
自
然
科
學
ε
云
ふ
語
は
、
心
理

學
に
も
適
用
さ
る
可
き
筈
の
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
此
の
如
き
言
葉

の
用
法
は
、
今
日
心
理
生
活
は
物
艘
界
ご

同

「
.の
方
法
に
從
ふ
て
馬
即
ち
普
遍
化
的
に
驚
天
真
の
法
則
的
結
合

に
閲

し
て
、
夫
れ
が
償
値
域
は
起
臥
然
的
な

る
も
の
こ
の
關
係
に
よ
り
て
、
其
の
特
性
に
付
て
保
有
す
る

一
切
の
意
義
か
ら
猫
立
し
て
、
.研
究
さ
れ
て
居

る
ご

云
ふ
、
實
際

の
事
情

に
適
合
す
る
で
あ
ら
う
。
心
理
生
活
も
亦
物
禮
的
自
然
の
如
ぺ
夫
れ
自
身
で
作
働
し
、
又
消



ヅ
ィ

滅
す

る
も

の
で
.あ
る
。
.心
理

生
活

は
善

悪
及
び
総

て
の
其

の
他

の
償
値

封

ご
は
關
係

な
し

に
、
考

察

さ
れ
得

る
の

で
め

る
。
Y心
理

生
活

は
其

の
普
遍
的
概
念

に
從

ふ
て
、
物
騰

界

ε
同
様

に
充

分

に
文
化
、
藝
術
、

道
徳

等

か
ら

瞳

別
さ
れ

る
。
吐
く
て
夫

れ
は
物
騰
界

ε
同

じ
く
叉

】
の
「
自
然
」
で
あ
る
。
そ
う

し
て
物
騰

に
付

て

ε
同
様

に
、
.心

理
生
活

に
付

て
も
、
自
然
科
學
は
成
立

し
潅
げ
れ
ば
な
ら

な

い
の

で
あ

る
。」
リ
ッ
ゲ
ル
ト
は
以

上
述

べ
し
如

く
に

自

然

ε
精
帥

嬉

の
樹

立
は
、
科
學
的
概

念
構
成

及

び
叙
述

の
論
理

的
調

整

に
封

し
て
は

、
全

く
使

用
し
得
ら
れ
な

い
も

の
で
あ
る

ε
云
ふ
結
論

に
到
着

し
、「
精
神

科
畢

,し
云

ふ
語

は
、
心

理
學
が
論
理
的
意
味

に
於

て
、

一
の
自
然

科

學

に
形
成

さ
れ
π
以
後
、
ま

さ
し
く
誤
解

ビ
非
難

こ
を

招

(
も

の
で
め

る
」

ε
云

ふ
て
居

る
、

併

し

リ
ソ
ケ

ル
.ト

の
右

の
反
蜀

に
拘
ら
す

、
シ
ユ
ッ
ム
プ

(請
9
ヨ
℃
)
は
本
質

的
な
修

正

を
加

へ
て
居

る
が
、
矢

張

り
自

然
科
學

ぎ
精

神
科
學

`
の
科
畢

分
類

説
を
固
持

せ
ん
ざ
努

力
し
て
居
る
。
そ

う
し
て
同
氏

は
蕎

慨
則
及

び

蛋
特
質
附

け
を
保
持

す

る
は

、
便

宜
で
あ

る
ご
考

へ
る

が
、
し

か
も
此

の
匠
別
を
不
完
全

ざ
認

め
ざ

る
を
得
な

い

フ
万

炉
ヴ
イ
セ
ン
シ
ヤ

フ
テ
ソ

ナ

ツ

ハ
厚

イ
セ
シ

"
.7
.叩
ソ

の
で
、
吐
く
て
同
氏
は
自
然
科
學
及
び
精
神
科
學
に
勤
し
て

前

科

學

及
び

後

料

理

ε
稠
す
る
庭
の
、

特
殊
約
諾
科
學

の

一
列
を
.
之
れ
に
附
加
し
て
、
其
の
不
足
を
補
は
ん
ご
し
て
居
る
。

シ
ユ
ッ
ム
プ
に
從

へ
ば
、
自
然
斜
里
は
物
禮
界
或
は
物
質
の
科
學
に
し
て
、
精
碑
科
學
は
思
惟
盗
象
に
高
め
.ら

れ
た
る
、

一5
理
的
機
能
の
総
號
を
包
括
す

な
も

の
で
め
る
。
併
し
自
然
斜
里
に
も
亦
精
神
科
學

に
も
麟

し
な

煩
特

フ
オ
ル
い
イ
セ
ソ
シ
ヤ
フ
ナ
ン

殊

科
學
.こ
し
て

、

シ

ユ
ツ

ム
プ
は
先
づ
所
謂

前

科

學

の

一
列
を
指

示
し
、
之
を
認
識

論
芒

云
ふ
名

爾
の
下

論

叢

泄
會
朗
法
的
樫
糟
學
の
考
察
(二
、完
)

翻
†
三
巻

(第
四
號

二
五
)

四
七
五



'

論

叢

祉
會
的
法

的
繹
済
畢
の
考
察

三

・
完
)

、

筆

三
巻

(
第
四
號

二
さ

四
生

ハ

ア
エ
ノ
メ
脚
半
　

に
包
括

し
得

る
も

の
ご
考

へ
て
居

る
。

そ
う
し

て
同
氏

は
之
れ
に
属
す

る
も

の
こ
し
て
、
先

づ
現
象
學
即

ち
現
象

　
デ
ビ
ル
デ

の
科
學
を
擧
げ
、
次
に
構
成
物
學

(襲
。
国
乙
。
ざ
吼
の
)
即
ち
構
成
物

の
研
究
を
塞
・げ
て
居
る
が
、
此
等
の
學

は
つ
ま

り
思
惟
の
實
質
的
條
件
を
取
扱
ふ
可
き
も
の
、
殊

に
概
念
論
及
び
贋
値
論
を
含
む
可
き
も
の
ざ
見
倣
し
て
居
る
。

更

に
同
氏
は
前
科
學

の

一
種
ご
し
て

一
般
的
認
識
論
な
る
も

の
を
擧
げ
て
居
る
が
、
夫
れ
は

つ
ま
り
認
識
の

一
切

の
領
分
に
於
け

る
蘭
係
概
念
を
、
蜀
象
ε
な
す
可
き
も
の
で
あ
る
ε
見
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
同
氏
の
關
係
概
念

ご
云
ふ
は
、
例

へ
ば
類
似
、
同
等
、
増
上
、
.論

理
的
及
び
事
實
的
依
存
、
全
艦
ε
部
分
ε
の
關
係
等
の
如
き
概
念
で

ナ
ツ
ハ
ケ
イ
セ
ン
シ
ヤ
フ
テ
ン

あ

る
.
併

し
其

筈

の
前
科
畢

の
外

に
叉

後

科

學

ε
稻
す

べ
き
も

の
が

あ
る
,
夫

れ
は
帥

ち
形
而
上
學

で
め

る
。
形
而

上
學

は
共

同
的
法
則

の
問
題
及

び
さ
き
に
匠

別

ざ
れ
た

る

一
切

の
糞

象

の
統

一
的

結
合

の
問
題
を

、
取

扱

ふ
も

の
で
あ

る
。

要
す

る
に

シ

ユ
ソ
ム
プ
は
種

々
な

る
特
殊
科

學

の
全
刻
を
附

加
し
て
居

る
が
、

し
か
も
矢
張

り
根
本
的

に
は
蕉
匿

別
を
、
共

の
儘

に
保
持

せ

ん
・ヒ
す

る
も

の
で
あ

る
。

デ
イ
「

ル
が
、自
然
科
學

ご
精
瀞
科
學

ε
の
醤

分
類

に
付

て

抱

く
見
解

は

、
以
上
述

べ
し
が
如
.き
も

の

で

あ

る

が
、
然
ら
ば
同
氏
は
西
南
凋
逸

振

や
、

マ
聾
ル
ブ

ー

ル
ヒ
振

の
新

分
類

に
付

て
、
如

何
吾
ず
る
見
解

を
抱

い
て
居

る

か
。

(
=
)

自
然
科
畢
ど

歴
史
科

學
、

又
は
文
化
科
攣

、
又
は
目
的
科
躍

、

・
.今
西
南
凋
逸

派

の
科
學

分
類
論

を
、
最

蓬
も

よ
く
展

開

し
た

る
は
リ
ッ
ケ

ル
ト
に
し
て

.

同
氏

は
方
法
論

の
上



か
ら
見
て
科
畢
を
自
然
科
學
ε
歴
更
科
學
ε
に
.
叉
鋤
象
の
上

か
ら
見
て
、
之
を
自
然
科
學
ご
文
化
科
學

ε
に
別

元
ん
ご
す

る
の
で
め
る
。
そ
う

し
て
叉
両
方
面
か
ら
の
考
察

を
結
合
し
て
、
科
學
の
最
冠
も
重
要
な
る
匿
別
は
自

然
科
學
ε
歴
史
的
文
化
科
學
ε
の
匪
別
で
あ
る
ε
見
る
の
で
あ

る
。

,

ソ
ッ
ケ
ル
ト
の
論
ず

る
庭

に
よ
れ
ば
、

文
化
科
學
を
自
然
科
學
よ
り
匠
別
す

る
實
質
的
要
素

は
、
.傾
値
關
係
或

ヴ

エ
ガ

ト
フ
ラ
イ

・
べ
ト
ラ

バ
ヅ
ン
グ

ヅ

エ
ル
ト

ベ
ト
ラ

は
贋
恒

に
結

び
付
け

て
考

へ
る

ε
云

ふ
こ
ε
で
あ
る
Q

つ
ま
り
自
然
の
償
値
無
.關
係
考
察

に
…対
立

さ
れ

る
贋
値
嵩

ハ
ヅ
ソ
グ

察
で
あ
る
。
「
方
法
的
に
は
、
自
然
ご
は
特
殊
的
な
る
も
の
に
射

し
て
、
普
遍
的
な
も
の
に
結
び
付
け
て
考

へ
ら

れ

だ
る
實

在
に
し
て
、
實
質
的
に
は
贋
匝
に
結
び
付
け
ら
れ
、
意
義
を
認
め
ら
れ
る
文
化

ご
匝
別
し
て
、
.
一
切
の
債

値
開
係
か
ら
離
し
て
考

へ
ら
れ
た
る
實
在
で
あ
る
。」
文
化
科
學
ば
其
の
贋
値
關
係
の
矯
め
に
、
普
遍
的
概
念
の
膿

系

の
下
に
包
撮
さ
れ
る
を
許
さ
す
し
て
、
其
の

「
度
的
衙
性
的
生
成

に
於
て
、
考
究

さ
れ
ね
ば
な
ら
諏
.一
の
科
學

　

的
叙

述
を
要
求
す

可
き
で
あ

る
。
.

'

リ

ッ
ケ

ル
ト
は

右

の
如

く
自

然
科
學

に
歴
史
的
文
化

科
學

を
樹
立

さ
れ
る
の
で
め

る
が
、

然
る
に

シ
ュ
タ

ム
ラ
「

一
は
自
然
科
學

ぐ」
目
的
科
學

ご
の
匿
別

を
立

て
ん
ご
す

る
の
で
め

る
。

そ
う

し
て

シ
ュ
タ

ム
ラ
ー
に
あ

b
て
は
、

右

の
二
部
類

を
匠
別
す

る
決
定
的

標
準
は

、
人
間

の
意

欲
で
あ

る
。
同
氏
は
「
経
済

ε
法
碓
」
の

一
部

に
於

て
、
既

に

「
此

の
部

に
於

て
試
み

た
る
研
究

の
結

果

は
、

一
切

の
人
間

的
意

欲

に
愛

當
す

る
刃
実

れ
は
完
結

せ
る
方

法
的
.

構
造

に
於

て
、
自

然

斜
里

に
勤

立
す

る

一
の
目
的
科
學

の
基
礎

亡
し
て
統

皿
的

に
結
合

さ
れ
る
、
.
自
然
科
學

は
知

論

鋭

肚
會
的
法
的
維
測
串
の
考
察
(二
、完
〉

銅
十
三
巻

(第
四
號

二
七
)

四
士
七

も

,r



'

論

叢

耐
雪
的
法
的
経
済
學
の
考
察
(二
、完
)

牌夘
十
三
巻

(第
四
號

二
八
)

四
七
入

畳
の
世
界
を
取
扱
ふ
可
き
も
の
に
し
て
、
確
乎
売
る
普
遍
的
愛
當
的
原
則
に
從
ふ
て
、
之
を
征
服
せ
ん
ざ
企
だ
て

る
の
で
あ
る
が
、
目
的
科
學
は
目
的
の
世
界
を
支
配
す
る
も
の
で
あ
る
」
ε
述

べ
ザ、
居

る
。

併
し

シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
が
右
の
匠
別
を

一
層
深
く
確
立
せ
ん
ε
し
て
居

る
の
は
、
「
.法
學
の
理
論
」

に
於
て

ゴ
あ

る
。
同
書
中
「
自
然
科
學
ε
目
的
斜
里
」
ぎ
題
す
る

一
部
に
於
て
、
同
氏
は
左
の
諮
を
以
て
自
然
科
學
ε
精
神
科
學

ご
の
旺
別
に
反
謝
し
て
居
る
。
「
併
し
自
然
科
學
も
亦
人
間

の
精
神
の
業
及
び
成
果
で
あ
っ
て
、
而
し
て
来
れ
以
上

の
學
的
考
究
も
、
あ
る
が
ま
＼
で
精
神
を
其

の
封
象
ざ
す

る
の
で
な
く
、
吐
く
て
其
の
精
神
ε
の
關
係
は
、
夫
れ

に
本
質
的
な
る
封
象
を
十
分
に
決
定
す
る
に
は
足
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」
シ
ュ
タ

ム
ラ
ー
は
更
に
詳
し
き
説
明
を
加

へ
て
居

る
が
、
此
庭
に
は
只
其

の
要
旨
を
示
す
ご
思
は
れ
る
、
左
の
語
を
引
用
す
る
だ
け
に
止

め
る
.
「
吾
人
は
自

然
ご
は
、
室
聞
及
び
時
間

に
於
て
生
成
す
る

…
切
の
知
畳

の
総
艦

に
し
て
、
確
乎
π
る

「
様
な
思
惟
進
行

に
從
ふ

て
湘
統

一
的

に
把
捉
し
得

る
も
の
で
あ
る
ε
解
す
る
。
そ
う
し
て
此
庭

に
吾
人
が
依
て
以
て
箇

々
の
現
象
を
調
整

す
る
基
本
概
念
の
中
に
は
、
手
段
を
具

へ
た
る
目
的
を
設
定
す

る
蓬
云

ふ
概
念
は
見
出
さ
れ
な

い
。
目
的
及
び
手

段

の
概
念
は
、
知
畳
が
依
て
以
て
科
學
胸
臆
認
識
さ
れ
得

る
思
惟
系
列
の
外
に
存
す
る
。
此
等
の
概
念
は
實
現
さ

る
可
き
劃
象
に
關
す
る
も
の
に
し
て
、
只
意
欲
の
前
以
て
記
述

さ
れ
た
る
意
識
内
容
に
於
て
の
み
現
は
れ
る
。
さ

れ
ば
目
的
の
概
念
は
、
自
然
認
識
の
基
本
概
念
の
如
く
、

一
の
範
疇
を
意
味
す

る
も
の
で
な
く
、
知
畳

の
基
本
方

針
ξ
並
行
す

る
意
識
特
有
の

】
基
本
方
針
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
」



幽

.

以
上
述

べ
し
が
如
き
臼
燃
料
畢

ε
歴
史
科
學
或
は
丈
他
科
畢
或
は
目
的
科
學
ご
の
匿
別
は
、
自
然
科
學

ε
精
綿

科
學

ε
の
藩
臣
別
に
比
し
て
、
勝
れ
淀
る
も
.の
で
め
る
こ
ご
は
疑
は
れ
な

い
。
其
筈

の
新

し
き
匠
別
を
立
て
ん
ざ

す

る
人
々
が
、
其
の
組
織
的
研
究
に
よ
り
て
憐
匠
別
の
缺
陥
を
謹
明
し
た
功
績
は
、
大
に
讃
賞
す
可
き
も
の
で
あ

る
。
そ
う
し
て
リ
ソ
ケ
ル
ト
や

シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
の
諸
説
の
多
(
は
、

貴
賓
上

一
般
に
承
認
さ
る

可
き
も

の
ε
思
は

れ
る
が
、
し
か
し
彼
等
の
案
出
せ
る
文
化
科
學
ε
か
、
目
的
科
學

ε
か
云
ふ
語
は
、
あ
ま
り
適
當
で
な

い
ε
考

へ
ら

れ
る
。
此
等
め
語
は
曹

に
誤
解
を
招
く
恐
れ
あ
る
の
み
な
ら
す
、
更
に
精
密
ξ
、
自
然
斜
里

に
封
ず
る
差
別
を
確

立
す
可
き
、
明
瞭
な
る
匠
別
特
徴
ざ
を
敏

い
て
居

る
。
吾
人
若
し
自
然
科
學
.ざ
歴
史
科
學

ざ
を
匠
別
せ
ん
か
、
総

て
の
自
然
科
學
も
亦
歴
史
的

に
研
究
さ
れ
得

る
ε
云
ふ
事
實
は
、
既

に
不
分
明
及
び
誤
解
に
導
か
ね
ば
な
ら

澱
。箇
.

々
の
自
然
科
學
の
歴
史
的
獲
達
を
研
究
す
る
諸
學
科
は
、
當
然
歴
史
科
學
に
敷

へ
ら
る
可
き
で
め
る
。
併
し
他
方

に
於
て
は
、
彼
等
は
其
の
蜀
象
に
從
ふ
て
自
然
科
學
に
騎
す
る
。
叉
歴
史
ε
云
ふ
語
は
、
自
然
耕
學
に
対
立
す

る

一
の
明
亮
な
る
名
構
を
提
供
す

る
に
は
、
あ
ま
り
に
無
色
彩
で
、
箔
漠
π
る
も
の
で
る
る
ご
思
は
れ
る
。
.

同
様
な
疑
問
は
叉
.
鶴
.
瑠
.
郡
.
響

云
ふ
名
轡

射
し
て
も
起
る
・

・
歩

ア
妄

ふ
語
は

・
じ

、
即
ち
土

地

に
手

入
れ
す

る
ざ
云

ふ
語

よ
り
起
れ

る
も

の
で
あ

る
か
ら

、
其

の
起

源

に
從

ふ
て
此

の
語

ご
結

び
付

け

て
、
屡

、
々

一
定

の
人
間

的
技
能
が
表
示

さ
れ

る
。
例

へ
ば

　
定

の
技
術
的
方

法
を
表
示

し
、

ま
さ
し
く
自
然
科

學
的
知
識

し
基

い
て
行

な
は

る
可
き
山
林
経
済

、
農
業

等

の
如

き
も

の
で
あ
る
。

ヴ

ソ
ト
も
亦
既

に

ク

ル
ツ
ア
ご
云
ふ
語
の

講

叢

社
倉
的
法
的
経
済
學
の
考
察
(
二
、完
)

第
十
三
巻

(第
四
號

二
九
)

四
七
九

髄

■



論

叢

泄
會
的
法
的
輝
癬
學
の
考
察
(
二
、完
)
.

第
+
三
巻

(第
四
號

三
Q
)

四
八
〇

二

重

の
意
義

を
指
摘

し
て
居

る
。

そ
う

し
て
文
化

科

學

ε
自
然
科
學

ご

の
対
立
が
、
嚴
密

に
理
解

さ
れ

る
場
合

に

は
、
其

筈
の
技

術
的
學
科
は
総

て
文
化
斜
里

に
厨

せ
す

し
て
、
自
然

科
學
中

に
敷

へ
ら
れ

る
で
あ
ら
う
。
但

し
ソ

ソ
ケ

ル
ト
に
あ
り
て
事
情

は
異
な

っ
て
居

る
。

同
氏

は
文
化

の
概

念
を
甚

だ
贋
義

に
解

し
、
人
間

の
物
質
的

扱
獺

ワ
サ

醜
業

の
其
筈

の
種
類
を
も
、
矢

張

り
文

化

の
概

念
中

に
包
撮

し
て
居

る
の
で
あ

る
。

リ
ソ
ケ

ル
ト
の
意
味

で
は
、

文
化

は
実
れ
自
身

に
、
叉
其

の
生
長
す

る
が
儘

に
、
放
任

さ
れ

る
自
然

に
野

立
す

る
も

の
ε
し
て
、
把

捉

さ
る
可

ク
ル
ヅ
ア
オ
プ
エ
ク
ナ

き
で
あ

る
。

そ
う
し

て
同

氏
は
明
ら

か
に
左

の
語

を
附

け

加

へ
て
居

る
。
「
更

に
交

化

物

の
概
念

の
中

に
は
、

各
文
化

行
動

に
於

て
、
人
間

に
扮

し
て
手
段

・こ
し
て

、
或

は
目
的

ご
し
て
考
察

に
入
り
來

る
物
艦
も
含

ま
れ

る
。

そ
う
七

て
是
れ
は
必
然
的

で
め

る
。

ε
云

ふ
ば

、
其

筈

の
物
髄

は
、
其

の
歴
史
的

に
本
質

的
な
箇
性

に
於

て
、
精

神
的

過
程

ε
同
じ
く
、
歴
史

に
よ
り
て
叙
述

さ
る
可

き
も

の
で

あ
る
か
ら

で
あ

る
。
人
間

の
獲

明
せ
る
器
械

や
、

技
術

の
全
獲

達
は
、

ま
さ
し
く
歴

史

に
厨
す

る
の
で

あ

る
。
」

省

ほ
リ
ッ
ケ
ル
ト
は

左

の
如

く
に
述

べ
て
居

る
。

「文

化
科
學

ご
云

ふ
語
は
、
技

術
的
及

び
物
質
的

文
化

の
歴
史

的
叙
述

に
も
亦
、
適
合
す

る

が

故

に
、
適

切
な

る

語
で
あ

る
。
」
そ
う
し
て

リ
ッ
ケ

μ
ト
の
如

く

に

文
化

の
概

念
を
廣

義
に
解
す

る
人

々
は
、
確

か
に
技
術
を
文

化
科

學

の
中

に
取
り
込
む

こ
ε
を
、
決

し
て
騰
躇

し
な

い
で
あ
ら
う
。
彼
等

に
あ
り
て
は
叉
、
文
化

ε
云

ふ
語
の
意
味

ツ
ザ

か
ら
生
す
る
上
述
の
困
難
は
存
在
し
な

い
。
併
し
自
然
科
學
の

一
定
の
知
識

の
利
用
に
外
塚
ら
ぬ
人
間
の
業
を
、

此
の
科
學
ε
の
結
合

か
ら
切
り
離
す

こ
ε
は
、
穏
當
で
な

い
ご
思
は
れ
る
。

■



♂

.

ン
ユ
タ

ム
ラ
ー
は
自
然
科
學
的
方

法
を
、
肚

會
科
學

に
適
用
す

る
こ
ご
の
不
當
な

る
を

誇
明
す

る
に
付

て
、
最

大

の
励
精
を
認

め
ら

る
可

き
人
で
あ

る
が
、
同
氏

は
上
に
述

べ
し
如

く
、
斜
里

を
自
然
科
學

ε
目

的
科
學

ε

に
別

た

ん
ε
す

る
の
で
あ

る
。
併

し
此

の
見

解
臓
、

同
氏

が
右

の
匠
別

に
與

へ
る
内

」谷
上

の
説
明

が
ら
考

へ
る

ε
、
許

容

さ
れ
得
な

い
も

の
で
あ
る
ε
思
は
れ

る
。
夫

れ

シ
ユ
.タ

ム
ラ
ー
は
目
的
斜
里

に
よ
り
て
、
軍

に
自
然

法
則
的

事

象

の
外

に
、
,
耐
會

的
協

働

に
於
け

る
人
間

の
目

的
意
識

的
行

爲

に
基
因
す

る
写
第

二
の
部
類

の
事
象

を
認

め
ん
ざ

す

る
だ
け
で
な
く
、
此

庭
に
目
的

ピ
云

ふ
語

を
、

一
暦

限

定

さ
れ

た
る
意
味

に
用

ひ
て
居

る
。
同
氏

は
人
間

の

【

切

の
肚
會

生
活

に
対

立
し
て
、
學
的

に
確
立

さ
れ

る
終

極
的

目
的

ご
し
て
、

　
の
最
上
目
的
を
承

認
し
、
而
し
て

此

の
最

上
目
的

か
ら

し
て
、
過
古
を
裁
割
宇

る

ご
同
時

に
、
又
將
來

に
謝

し
て
も
.
客

観
的

に
正

賞
な

る
入
間

の

行

爲

の
爲
め
に
、

一
の
確
實

な

る
支
柱

を
設
定

せ

ん
ε
す

る
の
で
あ
る
。

そ
う

し

て
此

の
日
葡
論

は
學

的

に
、
自

然
法
則
的
因
果
性

ε
全
く
同

じ
く
、
統

一
的

に
叉
確
實

に
基
礎
附

け
ら
れ

る
可

き
も

の
で
あ

る
ε
考

へ
る
。
此
τ

て

シ
.ユ
タ
・ム
ラ
ー
は
自
然

に
於
け

る
因

果
性

ε
、
入
間

の
協

働

か
ら
生
す

る
因
果
性

・こ
を
対
立

さ
せ
な

い
が

、
併

し

一
方

に
於

て

は

自

然

の
因
果
性

ξ
、
他
方

に
於

て
は

祉
會

生
活

に
於

け

る
目
的

性
ご
を
封
立

さ
せ

る

の

で
φ

る
。
此

庭

に
此

の
監

に
關
す

る

シ
ユ
タ

ム
ラ
ー
の
辯
論

の
要
旨

を
、
同
氏

の
語

を
引

用
し
て
示

し
て
置

く
が
、
同

氏

は
先

づ
左

の
如

く
述

べ
て
居

る
。コ

の
権
利
を
認

め
ら

れ

る
目

的
設

完
、
及

び

　
の
正
當

ε
認

φ
ら
れ

る
撰
澤

ε
は
、

つ
ま

り

其

の
特
殊
的
な
場
合

に
於

て
、
目
的

の

一
の
普
遍
愛
當
的

法
則
に
適
慮

す

る
が
和

ぎ
も

の

で

め

.

論

叢

批
會
的
法
的
繹
濟
學
の
考
繋
〔二
、完
)

第
十
三
巻

(第
四
號

三
こ

四
八
一

,



論

・畿

・
泄
禽
的
法
的
経
癬
學
の
孝
廉
(二
、完
)
.

第
十
三
巻

(第
四
號

三
二
)

酉
八
二

る
。

そ
う
し
て
権

利
を
認

め
ら

れ
る

こ
で
、
或

は
正
當

ε
認

め
ら

れ

る
こ

ε
を

謹
明
す

る
痢

め
に
は
、
合

法
則
的

目
的
設

定

の
條

件
を
形
式
的

普
遍
性

に
於

て
提

出

し
、

此

く
て
箇

別
的
な

↓
定

の
目
的
設
定

に
、
.客
蜆
的

に
正
賞

ぜ」
認

め
ら
れ

る
ご
云

ふ
性
質

を

附
興

す

る
腱

の
、
無
制

約

的

に
安
賞
す

る

↓
種

の
方
法

が
必
要

で
あ

る

の
で
あ

サ

」る
。」
逢
う

し
て

シ
ユ
タ

ム
ラ
ー
は

「
自
由

に
意

欲
す

る

人
間

の
共

同
生
活

」

の
観
念

を
、
評

債
の
最
上
見

地

ε
し

て
、
叉
肚

會
的
共

同
生
活

の
最
後

の
目
標

ざ
し

て
提
出

す

る
恥

に
は
、
共

の
自
由

ご
云
ふ

こ
ご
を
、
目
的
設
定

の
主

観
性

か
ら
自
由

で
あ
る
ピ
云
ふ
意

味
に
、
解
せ

ん
ξ
す

る

の
で
あ

る
。
「
白
山

に
意
欲

す

る
人
聞

の
共

同
生
活

、
暴

れ
瓶

會
生
活

の
無

制
約
的
終

極
目
標

で
あ

る
。
夫

れ
は
各
箇

人
が
他

人
の
客
蜆
的

に
正
常

ご
認

め
ら

れ
た

る
目
的

を
自

分
の
あ

の
ご
な
ず
虚

の
、

…
の
人
間

共
同
生
活

の
観

念

で
あ

る
。
換
言
す

れ
ば
夫
れ
は
法

に
服
従
す

る
番
人

が
軍
に
主

観
的

な

る
願
望

に
囚

は
れ
す

し
て
、
自
由

に
決
断
す

る
や
否
や

、
直
ち

に
同
意

せ
ね
ば
な
ら

諏
庭

の
、
合

致

せ

る
存
在

及

び
協

働

の
規
制

の
観
念

で
あ

る
。
」
吐

く

て

シ

ユ
タ

ム
ラ
ー
も
矢
張

り
砒
會
法
則
を
認

め
る
の
で
あ

.

.る
。
但

し
来

れ
は
自

然

法
則

か
ら

全
く
歴

別
さ
る
可
き

も

の
ε
考

へ
ら
れ

て
居

る
。

要
す

る

に

シ
ユ
タ

ム
ラ
ー

の

血
會

法
則

ざ
云

ふ
は
.
彼

の
立

て
た

る
耐
會
思

想
の
意

味

に
於

て
、
客
観
的

に
正
當

ご
認

め
ら

れ
る
ご
見
做

さ
れ

得

る
庭

の
法
則

で
あ

る
。
「
自
然

法
則
ε
同

じ
意

味
で

の
吐
會

法
則
な

る
も

の
は
、
.全
然
存

在

し
な

い
。

さ
れ
ご
現

行

の
、
又

は
考
案

さ
れ
た

る
祉
會
的
規
定

を
、
法
則
的

ε
し
て
學
的

に
確

讃
す

る
こ
ご
は
可
能

で
あ

る
。

そ
う

し

て
此

の
事
は
、
外
部

的
規
定

の
臭
骸
的
内

容
が
、
自
宙

に
意

欲
す

る
人
間

の
共
同
生

活
の
観

念
に
於

て
、
測
定

さ

●



れ
る
時

に
起
る
の
で
あ
る
。
夫

れ
は
法
則
的

に
把
捉
さ
れ
た
る

一
の
自
然
現
象
が
、
経
験

の
奥
料
に
於
け
る
無
制

約
的
統

一
の
観
念
に
從
ふ
て
決
定
さ
れ
る
の
ε
、
毫
も
異
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」

此
庭

に
吾
人
は

シ
ユ
タ

ム
ラ
ー
の
見
解
に
於
て
、
正
當
で
な

い
ε
思
は
れ
る
黙
に
打
突
か
る
の
で
め
る
。
確
か
.

落
目
然
の
過
程

に
於
捗
る
自
然
法
則
的
因
果
性
ε
、
人
間

の
目
的
意
識
的
及
び
目
標
意
識
的
行
爲
に
基
因
す

る
事

げ
　

象
の
因
果
性

ε
は
、
明
ら

か
に
匠
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
戯
。
併
し
此
等
の
目
葡
及
び
目
標

は
常
に
只
特
異
的
な
.
歴

史
的
に
攣
化
し
得
る
臆
意
的
な
、
叉
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
。
吾
人
が
肚
會
生
活
に
於
け
る

一
切

の
行
爲
に
謝
し
て

コ
ム
パ
ス
亡
し
て
使
用
し
得
る
が
如
き
、

一
の
最
上
目
的
の
普
遍
的
安
當
性
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
吾
人
は

人
間

の
協
働
に
よ
り
て
惹

き
起

さ
れ
る
現
象
を
、
人
間
が
受
働
的
實
在
物
ε
し
て
從
は
ね
ば
な
ら
強
威
の
、自

然
渦

程
よ
り
生
起
す
る
現
象
か
ら
全
然
匪
別
せ
れ
ば
な
ら
源
。
併
し
丙
種
の
現
象
の
差
別
は
ま
さ
し
く
前
者
が
歴
史
的

に
特
異
な

る
も
の
、
統

一
的
に
學
的
に
張
制
す
る
性
質
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
後
者
は
強
く
學
的
に
、
統

.
】
的
に
決
定
さ
れ
π
る
も
の
で
あ
る
ε
云
ふ
事
に
.
基
づ

い
て
生
す
る
の
で
め
る
。

シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
の
肚
會
的
終

極
目
的
、
即

ち
自
由
に
意
欲
す

る
人
間

の
肚
曾
ε
云
ふ
は

一
の
理
想
に
し
て
、
夫

@
は
同
種
の
他
の
肚
會
的
思
想

よ
り
も
以
上
に
強
制
力
を
有
す

る
も
の
で
な

い
。
.其

の
法
則
性
は
學
的
に
謹
明
.さ
れ
得
な

い
。
例

へ
は
君
主
道
徳

の
立
場
を
肚
會
的
理
想

ご
し
て
主
張
す

る
人
は
同
じ
橿
利
を
以
て
.
彼
の
肚
會
的
理
想
が
唯

一
の
正
賞
な
る
理
想

ε
認
め
ら
れ
る
こ
ご
狛
、
願
望
す
る
こ
ざ
が
出
京
る
で
あ
ら
う
。
足
れ
か
Σ
る
種
類
の
肚
會
的
理
想
は
隔
結
局
賃

論

撒取

社
倉
的
法
的
経
猟
學
の
孝
廉
〔二
、完
)

第
十
三
巻

〔第
四
號

三
三
》

四
八
三



論

叢

祉
會
的
渋
的
経
済
學
の
考
察
〔二
、完
)

第
十
三
巻

(第
四
號

三
四
)

四
八
四

値
判

断
、箇

人
的
な
生
観
的
確
信

に
塞

い
で
立

て
ら

れ

る
も

の
に
し
て
、
法

則
的
眞

理

の
意
味

に
於
け

る
普

遍
妥
當

性

を
全
く
有
し
な

い
か
ら

で
あ
る
。

さ
れ
ば

シ
ユ
タ

ム

ラ
ー
は
學

`
し
て
の
政
治

を
可
能

ご
考

へ
る
ε
も

、
即

ち

政
治

は
彼

の
耐

雪
的
理
想

の
意
味

に
於
て
遂
行

さ
れ
る

ε
考

へ
る
こ
も
、
吾
人

は
之
れ

ご
反
甥

に
、
學

こ
し
て

の

政
治

は

　
般

に
可
能

で
な

い
ε
云

ふ
こ
ε
が
出
来

る
。

是

れ
夫

れ
夫

れ

の
政
憲

の
目
的

は
、
必
然
的

に
相

異
な

つ

て
居

て
、
し

か
も
其
筈

の
目

的

の
何

れ
も

、
學

ε
し
て

の
優

越
性

を
有
す

る
事

が
出

來

な

い
か
ら

で
あ

る
。
五
口人

ザ
イ
ン
ゾ
ル

は
目
的
の
領
分
に
踏
み
込
む
や
否
や
、
強
固
な
る
學
問

の
地
盤
を
離
れ
る
の
で
め
る
。
肚
會
生
活
に
訟
て
あ
る
可

き
も
の
P
謝
す

る

一
の
最
上
ド
グ

マ
は
存
在
し
な

い
。
只
正
嘗
に
し
て
、
且

つ
合
目
的
な
る
も
の
に
關
し
て
多
少

基
礎
附
け
ら
れ
た
る
主
観
的
確
信
及
び
観
念
が
存
在
す
る
だ
け
で
あ
る
。
從
來
の
経
済
學
に
於
て
、
吾
人
は

一
定
の

肚
會
的
屠
的
及
び
目
標
を
普
遍
拘
束
的
ε
し
て
立
て
、
叉
夫
れ
よ
り
學
的
規
範
を
引

き
出
す
事
が
出
凍
る
ご
云
ふ

意
見
は
、
ま
さ
し
く
人
々
を
困
難
な
る
迷
路
に
導

い
た

の
で
あ
る
。
例

へ
は
商
業
政
策

の
學
的
原
則
ε
し
て
自
由

貿
易
の
公
準
を
、
諸
國
民
の
出
家
る
だ
け
最
ご
も
豊
富
な
る
財
貨
供

給
の
理
想
か
ら
引
き
出

し
、
或
は
肚
會
歌
策

の
學
的
公
準
ε
し
て
、
勢
働
組
合
の
必
然
性
を
、

一
定

の
肚
會
政
策
的
理
想
か
ら
謹
明
せ
ん
蓬
欲
す

る
場
A
口
に
於

て
、
見
る
が
如
く
で
あ
る
、
學
は
経
済

の
領
分
に
於
て
は
只
諾
現
象
を
表
示
し
、彼
等
の
西
果
的
結
合
か
ら
し
て
、

彼
等
は
如
何
に
乱肌
會
生
活
の

一
定
の

歴
史
的
形
髄
内
に
於
て
、

獲
蓬
せ
る
か
を
説
明
せ
ん
ε
す
る

謙
遜
な
る

任

務
を
有
す

る
だ
け
で
あ
る
。
そ
う
し
て
此
の
並
倉
生
活
の
規
制

の

一
定

の
仕
方
を
、
唯

一
の
學
的
な

る
も
の
、
或

O

、

「

.

■」



、

ノ

'

は
唯

一
の
法
則
的
な
も

の
ε
し
て
樹

立
せ

ん
こ
す

る
こ

ε
は
、
濁
断
主
義

及

び
形
式
主
義

に
陥

ら
ね

ば
な

ら

鳳
σ

肚
會

経
済

の

一
の
客
観

的
に
正
常

な

る
規
制

ご
、

云
ふ

が
如

き
も
の

は
存
在

し
な

い
。

只
正
當
な

る
も

の
に
聞
す

る
種

々
な

る
親

念

や
、
観
想
が

あ
る
だ
け

で
る
る
。

そ
う

し
て
暴
れ

は
此

の
領

分

に
於
け

る
材
料

の
見
渡

し
難

き

こ
ε
や
、
或
は
混
雑

の
人
な
る
事
な
ぞ

に
基

因
す

る
の

で
な
く

〔此
等

の
事

は
實
際
的

な
困
難

に
し
て
、畢

的

に
之

れ

に
打
ち
勝

つ
こ

ε
は
、
必
ず

し
も
不
可
能

で
あ

る
ご
は
云
は

れ
な

い
)
、
つ
ま
り
認
識
論
的

に
は

」
般

に
可
能

で

な

い
様

な
問
題
提

出

の
仕
方

に
基
因
す

る
の
で
あ

る
。

蓋

し
生
起
す

る
も
の
、
或

は
生
起

せ
る
も

の

の
如

し

に
生

.起
す
可

き
も

の
を

、
統

一
的
な
仕

方

に
て
、
學
的

に
確

立
す

る
ε
云

ふ
こ
ご
は
、
決

し
て
な
し
得
ら

れ
る
も

の

で

な

い
か
ら

で
あ

る
。
此

く
て
吾

人
は
自
然
科
學

ε
他

の
科
學

ε
の
匠

別

に
付

て
、

シ
ュ
タ

ム
ラ
ー
よ
り
も
更

に

「

歩
進
ま

ね
ば
な
ら

な

い
の
で
あ

る
。
吾

人
は
蕾

に
砒
會

生
活

の
自
然

法
則
性
を
排

斥
す

る
だ
け

に
止

ま
ら
す

、
更

テ
ロ
ス

に
絡

て
の
法
則
性

を
排

斥

せ
ね

ば
な
ら

諏
。

シ

ユ
タ

ム
ラ
ー
の
認

め
る
目
的

の
法

則
性
す
ら

も

、
吾

人
は
之
を
排

斥

せ
ね
ば

な
ら

な

い
の
で
あ
る
。

足
れ
此

の
目
的

の
内

容

は
、
自

然

の
外
部
的
知
畳

に
於
け

る
が
如

く
、
決

し
て

統

一
的

に
把
捉

さ
れ
得
な

い
も

の
で
め
る

か
ら
で

あ
る
。
吐

く
て
吾
人
は
人
間

の
肚

會
的
結

合

を
取

扱
ふ
科

學

に

於

て
は
、
常

に
爲
さ
れ
た
る
も

の
を
研
究

す

る
立
場

ε
、
爲

さ
る
可

き
も

の
を
考

へ
る
立
場

ご
を

、
塵

刑
せ
ね
ば
な

ち

漁
。
只

爲

さ
れ
た

る
も

の
の
現
象

の
み
が

、
學
的

に

↓
義

的

に
確
定

さ
れ

る
得

る
の
で
、
爲

さ
る
可
き
も

の
は

評
贋
者
の
立
場

に
從

ふ
て
、
随
意

に
決

定

さ
れ
る
の
で

め
る
。

そ
う

し
て
吾

人
が
依
て
以
て
普

遍
拘
束
的

な
仕
方

論

叢

牡
宙
釣
法
的
経
済
學
の
考
察
(二
、完
)

・

第
十
三
巻

(第
四
號

三
五
)

四
八
五

＼

占



論

叢

肚
會
的
法
的
経
済
學
の
考
察
(
二
、完
)

第
十
三
巻

(第
四
號

三
六
)

四
八
六

に
て
、
爾

さ
れ

把
る
も

の
を

反
融

會
的

ご
し
て
、
或

は

將
來

の
も
の
を
肚
會
的

に
正
常

ε
し
て
、
承

認
せ

ね
ば
な
.

ら

阻
最
上

の
標

準

ご
云

ふ
が
如

き
も

の
は
、
全
く
存
在

し
な

い
の
で

あ
る
。
要

す

る
に
目
的

の
領

分

に
於

て
は
、

學
的

に
統

一
的

な
確
定

ε
云

ふ
こ
ε
は
、
不
可
能

で
あ

る
ビ
思

は
れ

る
が
故

に
、
自
然

科
學

に
謝
し
て
、
他

の
科

學
部
類
を
目
的

斜
壁
・ざ
稠
す

る
は
門
滴
一嘗

で
な

い
の
で

あ

る
。

却
説

デ

イ
ー

ル
は
以
上
述

べ
来
り

し
如

く
に
、
自

然

科
學

に
尉
立
す

る
他

の
斜
里
部
類
を

、
精

綿
斜
里

ご
見

る

こ
ξ
に
も

、
亦

歴
史
科
學
や
、
文

化
科
學

ご
見

る
.こ
竃

に
も
、
更

に
目
的
科

學

ご
見

る

こ
ε
に
も
反
射
す

る
の
で
、

そ
う
し
て
之
を
肚
會
科
學

ε
見

ん
こ
す

る
の
で
あ

る
ゆ

つ
ま

り
同
氏
は
科
學
を
自
然
科
翠

色
肚
會
科

學

ε
に
、
匠

別

せ
ん
ε
す

る
の
で
あ
る
。

然
ら

ば

同
氏

が
自

然
科
學

に
劃

立
す

る
も

の
ご
し
て
糊
す

る
、
其

の
肚
會
科
學

の
概

念

は
如

何
な

る
も
.の
で
あ
る

か
。
、
余

は
衣

に
此

の
覇

題

を
考
究

し
、

そ
う

し
て
終
り

に
同
氏

の
科
學

分
類

論
の
全

禮

を
、
論
評
す

る
こ
竃
ε
し

π

い
ε
思

ふ
。

(
三

)

自
然
科
學

ど
融
會

科
挙
.

今
デ

イ

ー
ル
は
科
學

を
自
然
斜
里

ε
結

帥
科
墨
孟

に

大
別
す

る
説

も

、
亦
自

然
科
學

ε
歴
史
科
學

や
文

化
科
學

ε
に
大
別
す

る
説
も
、
更

に
自
然
科

學

ε
目
的
科
學

ε

に
大

別
す
る
説
も
、
総

て
上

に
述

べ
し
如

く
穏

當
で
な

い

オ
論

じ
た

る
後
、
自
然
利
學

葦
耽
會

科
學

ご
に
次
馴
す

る
読

を

、
最

ビ
も
適
當

な

も
の
で
あ
る
ど
し
て
立
論
し

て

居

る
が
、
此
庭

に
先

づ
其

の
見
解

の
大
要
を
述

べ
§
こ

蓄
ピ
す

る
。

'

r

,



実
れ
自
然
科
學
ご
は

つ
ま
り
、
人
聞
が
外
界
の
悪
程
或
は
進
動
を
観
察
し
、
説
明
し
、
記
述
す
る
庭

の
総
て
の

科
畢
的
領
分
,
此
く
て
人
間
が
認
識
す
る
が
、
併
し
影
響
を
及
ぼ
し
得
な

い
結
合
の
取
扱
は
れ
る
、
総
て
の
科
學

的
領
分
智
包
括
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
之
れ
に
謝
し
て
趾
會
科
學
ε
は
つ
ま
む
、
人
間
が
能
働
的
に
影
響
を
及
ぼ

す
歌
態
及
び
現
象
の
研
究
が
取
扱
は
れ
る
、
総
て
の
科
學
的
領
分
を
包
括
す
る
も
の
で
め
る
。
但
し
夫
れ
は
技
術

に
於
て
の
如
く
、
軍
に
自
然
力
の
利
用
が
取
扱
は
れ
る
の
で
な
く
、
人
聞
の
耐
會
的
協
働

蓬
、
此
の
協
働
の

↓
定

の
目
的
に
向
け
ら
れ
π
る
行
動
ε
が
、
取
扱
は
れ
る
限
り
に
於
て
云
ふ
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
此
の
肚
會
科
學
ε

云
ふ
甑
叩
は
、
糟
…帥
科
學
ご
か
、
廃
曲
《
科
學

だ
か
、
丈
比
科
學
己
か
、
目
的
科
學
巴
か
云
ふ
語
の
如
く
、
何
等
の
色

彩
を
も
帯
び
す
、
中
立
的
に
し
て
、
し
か
も
自
然
瑞
象
に
受
働
的
に
拘
束

さ
れ
る
事
に
謝
し
て
、
能
働
的
な
砒
會

的
行
動
の
本
質
的
見
地
を
、
明
々
白

々
に
表
示
す
.る
が
故
に
、
総
て
の
他

の
名
種
に
勝
れ
て
居
る
ε
思
は
れ
る
の

.

で
あ
る
。
此
の
人
間
の
癒
會
的
及
び
共
町
陶
生
法
…よ
う
し
て
、
吾
人
が
文
化
ε
禰
す
る
総
て
の
も
の
が
獲
現
す
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
意
味

に
於
て
肚
會
斜
里

に
屈
す

る
も
の
は
、
蕾

に
渋
墨
や
経
済
學
の
み
で
な
ぐ
、
言
語

學
、
宗
激
學
、
雁
皮
學
、
及
び
λ
間
の
精
神
的
玄
徳
の
諸
般
の
活
動

に
閲
す
る
総
て
の
.他
の
科
學

も
、
之
に
属
す

る
の
で
あ
る
。
此
等
の
活
動
は
総
て
人
間

の
共
同
生
活
を
前
足
ざ
す

る
が
故
に
、
.各
箇
人
に
於
て
も
亦
槻
察

さ
れ

得

る
、
人
間
生
活
の
自
然
的
現
象
に
樹
立
す
る
も
の
で
あ
る
。先
づ
人
聞
が
諸
般
の
團
結

し
於
て
共
同
的
に
生
活
す

る
こ
ご
に
よ
b
て
、
文
化
の
可
能
性
が
生
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
此
の
肚
會
的
な

る
も
の
の
概
念
に
於
て
、

論

叢

.
泄
會
的
法
的
郷
.濟
學
の
考
察
〔二
、完
)

第
十
三
巻

(第
四
號

三
七
)

四
八
七

.



論

叢

.
肚
會
的
法
的
経
済
學
の
考
察
(二
、完
)

第
+
三
巻

(第
四
號

三
入
)

四
八
八

文
化

生
活

の
特
有

の
基
礎

が
與

へ
ら

れ
る
が
故

に
、
肚

會

科
學

ご
云

ふ
語

は
、
自
然
科

學
の
甥

象

ご
の
實
質

的
饗

立
を
、
出
来

る
だ
け
精

確

に
表
示
す

る
矯

め
に
、
特

に
適
す

る
も

の
で
あ

る
ε
思

は
れ

る
σ

只
人
間

が
肚
會

的
に

活
動
す

る
時

に
の
み
、
宗
激

、
道
徳
、
法
律
、
輝
濟

制
度

及

び
其
他

の
肚
會

的
共

冊
的
思
想

の
表
現

に
於
て
・

一
切

の
文
化

的
果
實
を
産
出
す

る
こ

ご
が
出
來

る
の
で
、
叉

之
れ
に
よ
b

て
人
間

は
自

然
的

及

び
動
物
的
存
在

か
ら
、

高
等
な

る
文
化

的
存

在

に
己

を
高

め

る
の
で
あ

る
。
併

し
此
庭

に
誤
解
を
避

け

る
爲

め
に
少

し
く
辯

明
し

て
置
き

た
い
こ
ε
は
、
.
假
令
人
間
を
團
結

に
於

て
取
扱

ふ

て

居

て
も
、

人
間

の

↓
定

の
自

然
的
性

質
を

研
究
す

る
科
學

は
、
矢

張
り
自
然
科
學

に
騰
す

る

の
で
、
耽

倉
掛
畢

に
騙
す

る
も

の
で
な

い
ε
云
ふ

二
ご
で
あ

る
。

只
肚

曾
的
ε

云

ふ
.こ
ざ
が
、
趾
會

的
活
動

に
よ
り

て
産
出

さ
れ
た

る
も

の
を
意
味
す

る

ε
解

さ
れ

る
に
於

て
の
み
、
乞

を
取
扱

ソ
　

チ
ヤ

ル
ァ
ソ
ト
ロ
ポ

ロ
ギ
　

ふ
特
別
の
科
學
こ
し
て
枇
會
科
學
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
此
く
て
例

へ
ば

肚

會

人
類
學
ご
か
肚
會
衛
生
學
こ

か
云
ふ
が
如
き
學
科
は
、
肚
會
科
學

に
厨
し
な
い
の
で
あ
る
。
是
れ
其
筈
の
學
科
は
肚
會
的
に
結
合
さ
れ
た
る
人

聞
を
取
扱
ふ
が
、
併
し
只
人
間

の
自
然
的
性
質
を
研
究

せ
ん
ご
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

オ
イ
グ
ン
、
フ
イ
シ
エ
〃

(両
お
Φ口
開
野
冨
↓

は
、
砒
會
人
類
學
を
人
間
の
肚
會
駒
留
禮

に
於
け
る
人
類
學
的

現
象
を
研
究
す

る
も
の
こ
解
し
て
、
「
あ
る
が
ま

、
に
耐
會
團
髄
の
生
活
、
生
活
表
現
、
規
則
及
び
法
則
等
を
研
究

す
る
は
、
是
れ
肚
會
學
的
、
経
済
學
的
、
法
攣
的
職
分
、.
叉
歴
皇
學
的
及

び
土
俗
學
的
職
分
で
あ
る
。
併
し
其
筈

の
學
科
だ
け
で
穂
て
の
問
題
の
解
決
を
企
だ
て
る
こ
ε
は
出
水
な

い
。
入
間
の
團
艦
の
肚
會
的
共
存

か
ら
生
起
す
・

,



鴨

る
、
其
の
生
活

に
於
け
る
甚
だ
多
藪

の
問
題
は
、
純
生
物
學
的
、
即
ち
解
剖
學
的
及
び
生
理
學
的
方
面
を
有

っ
て

居

る
」
ξ
云
ふ
て
居
る
が
、
実
れ
は
正
常
で
あ
る
。

人
間
團
催
の
研
究

に
於
て
も
亦
、
自
然
科
學
的
研
究
の
必
要

な
る
こ
ご
は
、
何
人
も
否
む
こ
ξ
は
出
來
な

い
。

例

へ
ば

一
定
の
人
種
、
　
定
の
自
然
的
な
遺
傳
的
形
質
が
、
其

の
人
種
に
厩
す

る
人
々
の
共
同
生
活
の
上
に
、如
何

に
作
用
す

る
か
ε
云
ふ
問
題
の
如
き
に
め
り
て
は
、
自
然
科
學
的
研
究
は
必
要
鉄
く
可
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
そ

う
し
て
其

の
研
究
は
箇
人
を
対
象
ご
す
る
も
の
で
な
く
、

一
定
の
地
理
的
範
域
や
、
毛
の
色
及
び
其
の
他
の
人
種

的
特
性
に
從
ふ
て
包
括
さ
れ
る
箇
人
の
團
髄
を
対
象
ご
す
る
も
の
で
あ

る
。

し
か
も

か
}
る
研
究
は
肚
會
科
學
的

で
は
な
い
。
暴
れ
共

の
研
究
の
主
題
ε
な
る
も
の
は
、
人
間
の
自
然
的
形
質

に
し
て
、
人
聞
に
よ
り
て
影
響
さ
れ

、
叉
作
ら
れ
把
る
制
度
で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。
肚
會
人
類
學
や
泄
曾
衛
生
學
は
、

一
定

の
人
間
團
機
を
研
究
す

る
も

の
で
あ
る
が
、
し
か
も
矢
張
b
自
然
科
學
で
め
る
の
で
あ

る
コ
耽
會
人
類
學
が
箇

々
の
人
種
の
人
種
的
特
性

を
決
定
し
、
叉
肚
會
衛

生
學
が
煙
や
悪

い
空
薫
が
、
人
間
の
有
機
膿

の
上

に
生
す
る
自
然
的
傷
害
を
研
究
す

る
時
に

は
、
其
筈
の
研
究

は
肚
會
科
學
に
属
す
る
も
の
で
な

い
。
只
人
問
の
立
て
た
る
方
策
の
影
響
が
明
ら
か
に
認

め
ら

れ
る
場
合
、
立
法
及
び
行
敷
の
影
響

が
明
か
に
現
は
れ
る
場
合
に
於
て
の
み
、
眞

に
肚
會
斜
里
的
な
る
考
察
が
可

能
で
あ
る
の
で
あ
る
。
但
し
自
然
的
方
面
ご
肚
會
的
方
面
ざ
の
影
響
が
屡
々
相
互
に
交
錯
す
る
こ
ε
、
両
者
を
匪

別
す

る
は
展

々
甚

だ
困
難
な
る
じ
ε
は
、
明
白
な
る
事
實
で
あ
る
。
そ
う
し
て
多
く
の
問
題
は
只
批
會
科
學

肴

論

叢

敢
會
的
江
前
癌
濟
學
の
考
察
(二
、完
)

第
十
三
巻

(第
四
號

三
九
)

四
八
九

『

.彦.

、

7
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論

叢

肚
會
的
法
的
藩

學
の
考
察

(二
、遡
W

第
十

三
巻

(第
四
號

四
〇
)

四
九
〇

ε
自
然
科
聾
者
ε
の
脇
方
に

浸
り
て
の
み
、
始
め
て
正
當
に
解
決
し
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
疑
は
れ
な

い
。

し
か
も
吾
人
は
自
然
的
存
在
及

び
生
成

を
考
察
す

る
か
、
又
は
入
間
が

一
定
の
目
的
の
爲
め
に
作
れ
る
人
為
的
構

成
物
を
考
察
す
る
か
に
よ
り
て
、
斜
里
の
主
旨
は
全
く
相
異
な

つ
て
居

る
事
を
、
常

に
記
憶
せ
ね
ば
な
ら
戯
。

今
以
上
述

べ
し
が
如
く
に
、
科
畢
を
自
然
科
畢

ε
砒
會
科
學
ご
に
大
別
し
て
考

へ
る
時
は
、
国
民
脛
濟
が
何
れ

の
科
學
部
類
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
は
直
ち
に
理
解
さ
れ
る
。
国
民
経
済
學
は
人
間
肚
會
の
経
済
現
象
を
取
扱

ふ
も
の
に
し
て
、
箇
人
の
経
済
的
慾
壁
を
理
解
せ
ん
ε
す

る
も
の
で
な
い
か
ら
、
之
れ
に
よ
り
て
其

の
肚
會
科
學

的
性
質
は
明
ら
か
に
示

さ
れ
て
居
る
。
吾
人
は
国
民
縄
濟
學
に
於
て
、

一
定
の
慾
望
及
び

一
定
の
自
然
的
衝
働
を

具
有
す
る
人
間
が
、
如
何
に
相
互
に
撤
し
て
行
動
す
る
か
、
又

一
定
の
慾
望
を
具
有
す
る
人
間
相
互

の
關
係

か
ら

し
て
、
如
何
に
し
て
自
然
的

に
決
定
さ
れ
π
る
法
則
が
獲
見
さ
れ
る
か
を
研
究
せ
ん
ε
す
る
の
で
な
く
、

一
定
の

肚
會
的
團
結
に
於
て
、
文
具
騰
的
な
る
肚
會
的
制
度
に
基
づ
い
て
、
如
何
に
脛
濟
的
生
活
が
展
開
す

る
か
を
研
究

せ
ん
ε
す

る
の
で
あ
る
.
吐
く
の
如
く
國
民
経
済
學
に
於
て
は
、
吾
人
は
さ
き
に
述

べ
し
が
如

き
意
味
に
て
、
肚

會
的
生
活

の

「
方
面
を
取
扱
ふ
可
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
然
科
學
的
方
法
に
基

づ
い
て
国
民
経
済
學
を
建
設
す
.

る
可
能
性
は
、
全
く
排
除
さ
れ
て
居

る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
自
然
科
學
的
方
法
に
從
ふ
て
.、
國
民
経
済
學
を
建
設

せ
ん
ε
す

る
種
々
な
る
企
だ
て
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
之
を
牢
は
自
然
科
學
に
属

し
、
孚
は
精
神
的
及
び
文
化
的

科
學
に
旙
す

る
、

】
の
混
分
學
科
で
あ
る
ε
見
る
シ
ユ
ツ
ム
プ
の
読
な
ぞ
も
、
穂
て
正
賞
で
な

い
の
で
め
る
。
云

お



.

ふ
ま

で
も
な
く
、

輕
濟
生
活

も
総

て

の
他

の

文

化
生

活

ご

同

じ
く
、

大

に

自
然
的
條

件
に
依
存
す

る
も

の
で
あ

る
。

そ
う
し
て
経

済
學

者
ば
常

に
之

れ
に
注
意

せ
ね
ば

な
ら

諏
。
併

し
之
を
研
究

し
.
組
織
的
.に
認
識

せ

ん
ε
す

る
ば
経
齊
學

り
任

務
で
な

い
。

例

へ
ば
土
地

の
報
酬
癒

減

の
法
則
は

、
経
済
學
者

の
忘

れ
て
は

な
ら

阻
も
の
で
ゐ

・
∴
、
.

街
.
.
.
.
.

ヴ
.∴

・
、k
∴.、
圃
ゆ
鴻
∴、"
ン
唾

っ
呪

考
.

し
て
、
準
蒔
畢

議
只
之
を
認

め
て
純
濟

耽
活

の
研
究

r◎
∵
仁
.
一
.
∴
ガ

色
.慨
.い

-
∴
日こ
.・
.
、妙

ピ
瓶
"

、鱈
.漕

か

一
応

ω
自

然
條
公
及
び
自
然
法
輿

に
依
為
す

る
ご
云

ふ

こ
ε
は
、
決

し
て
経
済
學
を

一
の
自

然
科
學

嬉
な
す
も

の
で
な

い
。
.
之

れ
に
反

し
て
、
臥
然

に
よ
り

て

一
切

の
人

間
的
行
動

に
加

へ
ら

れ
る
制
限
内

に
於
て
、
如
何

に
肚

會
的

目
的
及

び
肚
會

的
努
力
が
遂
行

さ
れ
、
久
遂
行

さ
れ

得

る
か
を
示
す

の
が
、
ま

さ
し
く
国

民
纒
濟

學

の
任
務

臨
あ

る
の
で
あ

る
。

今

上
に
述

べ
し
如

き
意
味

に
て
、
科
學

を
自
然
科
學

ε
肚

曾
科
學
.ε
に
分
類
す

る
こ
ご
が
、
科
學

の
分
類

`
し

し

て
最

ξ
も
勝
れ
だ
る
も
の
で
あ
る
ε
思
は
れ
る
理
由
は
、
更
.に
科
學
を
自
然
科
學
ε
精
神
科
學

ε
に
大
別
す
る
人

々
も
、
亦
之
を
自
然
科
學

ε
歴
史
科
學
或
は
文
化
科
學
ε
に
大
別
す

る
人
々
も
、
亦
之
を
自
然
科
學
ご
目
的
科
學
.

ε
に
大
別
す

る
人
々
も
、
縮
て
科
學
を
何
れ
か
の
二
部
類
に
旺
刑
す
る
に
當
て
、
何
を
決
定
的
標
準
ε
し
て
居

る

ダ

マ
イ
ン

弘
ヤ
フ
ヅ

デ
於

ソ

ケ

・か
を
深
く
研
究

し
て
見

る

ご
、
夫

れ

は

つ
ま

り
肚
會

ε
云

ふ
思
想

で
あ

る
こ

ざ
に
よ
り
て
、
獲

見

さ
れ

る
ご
思

は

れ

る
の
で
あ

る
。
吾

人
は
デ

イ

川
タ
イ
に
於

て
も

、
自
然

科
學

の
概

念

に
射

し
て
、
精

碑
斜
里

の
概

念

を
確

立
す

る
矯

め
に
、
肚

會

の
思
想

が
甚
だ
重
要
な

る
役
目

を
演

じ
て
居

る
こ
ε
を
獲

見
す

る
臼

又

リ
ッ
ケ

ル
ト
の
交
他

科

舗

叢

壮
瞥
的
怯
的
維
濟
學
の
考
察
(二
、完
)

第
十
三
巻

(第
四
號
「

四

一
)

四
九
一
、

嘲

/
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・
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論

叢

祉
會
的
法
的
輝
濟
學
の
考
察
〔二
、完
)

第
十
三
巻

(第
四
號

四
二
)

四
九
二

學

の
概
念

に
於

て
も
、
同

一
の
事
實
を
獲

見
す

る
。
而

し
て

シ
ユ
タ

ム
ラ
ー
の
目
的
科
學

の
概
念

に
於

て
は
、
肚

會

の
思
想

が
其

の
決
定
的
要
素

ざ
な

っ
て
居

る
こ
ε
が

、
最

こ
も
明
白

に
現

は
れ

て
居

る
の
で
あ

る
。
.

-

却

説

デ

イ
ー

ル
の
肚

曾
科
學

の
概
念

は

、
以
上
述

べ
し
が
如

き
も

の
で
あ

る
が
、
A
「
之
を
批

判
せ

ん
冠
す

る
に

當
て
、
術
ほ
同
氏

は
肚

會
學

の
概
念

を
如

何

に
決
定

せ

ん
ε
す

る
か
を
考

へ
て
捲

《
こ
ε
が
便

宜

で
め
る
、
或

は

必
要
で
あ

る
。
暴

れ
同

氏
が
特

に

「
肚
曾

科
學

ε
肚

曾
學
」

ε
題
す

る

　
節

を
設

け
て
、
同
氏

の
見

地

か
ら

し
て
.

耐
會
學

の
概
念

を
論
じ

て
居

る
の
を
見

て

も
明
ら

か
で

あ

る
。
そ

れ
で
此

庭

に
簡

箪

に
同
氏

の
耐
會

學
論
を
述

べ

て
置
く
。

.

デ
衣
ー

ル
分
論
ず

る
庭

に
よ

る
ご

、

先

づ
肚

會
學

の
概

念

は
上

に
述

べ
し
が
如

き
意
味

の
肚

會
科
學

の
概
念

ε

合
致

し
な

い
で
、寧

ろ
或
意
味

で

は
之
れ

ε
反
謝

し
て
居

る
。
肚

會
科
學

は
自
然
的
存
在

に
灘

し
て
、
肚
會
的
存

在

を
説

明
せ
ん

ε
徴
す

る
、

一
切
の
箇

別
科

學
の
軍

に
総

構
で
あ

る
可

き
も

の
で
あ

る
が
、
'吐

會
學

は
其
筈

の
箇

別

斜
里

の
外

に
、
又
其

の
上

に
立

つ
、
.
一
の
特
別

な
る
科
學

た
ら

ん
ε
欲
す

る
も

の
で
あ

る
。

そ
う

し
て
其

導

の
箇

別
斜
里

の
外

に
、

一
の
特
別

な

る
科

畢
、
帥
ち
耐

食
単

な
る
も

の
を
建

設
す
る

こ
蓬
が
、

一
般

に
必

要
で
あ
、る
や

否

や
は
、
軍

に
合
宜

の
問
題

で
あ

る
。

つ
ま
b
肚

會
學
な

る
も

の
を
建

設
す

れ
ば

、
肚

會
的
存

在
を
理
解
す

る
薦

め
に
、
然
ら

ざ

る
場
合

よ
り
も

一
層

有
益
或
は
便

宜
で
め

る
や
否
や

`
云

ふ
こ
ε
が
問
題

で
あ

る
。
然

る
に
肚
會

、

學
の
琉
歌
に
於
て
は
、
此
の
曾

問
警

制
定
す
・
こ
鼠

甚
だ
困
難
で
め
る
。
暴
れ
肚
會
學
の
讐

は
芽

様

、



'
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々
に
し
て
、
そ
う

し
て
斯
學

の
口
的
及
び
本
質
に
就
て
さ

へ
も
、
其

の
專
門
家
の
見
解

の
間

に
殆
ん
ご

　
致
す
る

庭
が
な

い
か
ら
で
あ
る
。
併
し
大
艦
上
か
ら
見
て
、
今
日
の
肚
會
學

の
方
針
を
二

つ
に
分
類
す
る
こ
ε
が
出
来
る

ご
思
ふ
。
.↓
は
事
實
上
肚
會
科
學
的
地
盤
に
止
ま
り
て
、
肚
會
現
象
を
研
究
ぜ
ん
ご
す

る
も
の
、
例

へ
ば
ジ

ム
メ

〃

の
肚
會
學
に
於
て
見

る
が
如
く
、
乱
僧
化
の
形
罷
を
研
寄
し
、
人
間
の
肚
會
的
關
照

か
ら
生
起
す
る
現
象
を
、

説
明
せ
ん
ε
す
る
も
の
で
あ
る
。
二
は
軍
に
人
間
團
騰

の
祉
會
的
現
象
を
研
究
す

る
だ
け
に
止
ま
ら
す
.
更

に
人

類
獲
達
の
全
艦
を
研
究

し
、
其
の
自
然
法
則
を
獲
.見
せ
ん
ε
す
る
も
の
で
あ
る
。

.

然

る
に
第

　
の
方
針

に
於
て
は
、
肚
會
學

ε
云
ふ

が

如
き
特
別
な
る
畢
を
建
設
す
る
必
要
は

な

い
て」
思
は
れ

る
。

ジ
ム
メ
ル
の
枇
會
學
に
付

て
云

へ
ば
、
肚
曾
比
或
は
箇
人
の

一
切
の
相
互
作
用
は
、
内
容
上
か
ら
見
れ
ば
経

済
的
、
法
律
的
、
宗
漱
的
、
藝
術
的
諸
領
分
が
或
は
其

の
他
の
文
化
領
分
に
屈
す

る
も
の
で
あ
る
ρ
而
し
て
形
式

的

に
見
れ
ば
、
夫
れ
は
團
膿
的

ε
云
ふ
こ
ε
を
、
共

の
標
準
ど
な
す
可
き
も
の
で
あ
る
が
、
然

る
に
今
日
既
に
箇

々
の
特
殊
學
科
に
於
て
、
其
筈
の
肚
會
的
結
合
を
研
究
し
、
分
訳
す
る
に
充
分
な
る
機
會
が
ぬ
る
。
是
れ
吾
人
が

今
日
既
に
法
理
學
、
宗
激
哲
學
、
及
び
歴
史
哲
學
等
に
於
て
見
る
庭

の
も
の
で
あ
る
。
街
ほ
莫

.寸
の
肚
會
化
内
に

辱

於

け
る

一
般
的

傾
向

に
關

し
て
隔
吾

人
の
獲
得

し
得

る

一
般
的
性
質

の
穂

て

の
知
識
は
、
心
理
學

、
倫
理
學
或

は

其

の
他

の
哲
學
的
學
科

の
如
き
諸
學
科

に
於
て
、
研
究

さ
れ
得

る
の
で
あ
る
。
要
す

る
に
胱
會
學

が
第

一
の
方
針

に
於

て
、

足
れ
ま
で
に
提
出

せ
る
総

て
の
問
題

、
及

び
是

れ
ま
で

に
行
な
は
れ
た

喝
総

て
の
肚
會
學

的
箇

別
研
究

論

叢

肚
會
的
法
的
握
潰
學
の
考
察
(二
、完
)

、

第
十
三
巻

(第
四
號

四
三
げ
.
四
九
[二
曲

」
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論

叢

肚
會
的
法
的
維
濟
學
の
考
察
(二
、完
一

r

第
十
三
巻

(第
四
號

四
四
)

四
九
四

は
何
等

の
困
難

な

し
に
、
今
日
存

立
す

る
箇
別
學
料
亭

に
囁

取

さ
れ

る
の
で
、
甚

だ
相
異

な
れ

る
肚

會
科
學

起
験

す

る
肚
會
化

の
総

て
の
問
題
を

、
包
括
的

に
取

扱

ふ
理

由
或
は
機
會

は
省

ほ
存
在

し
な

い
の
で
あ

る
。
而

し

て
第

二

の
方
針

に
於

け

る
肚

會
學
は
、

つ
ま

り
人
類

の
畿
蓬

全
膿

に
於

け

る
自

然
法
則
を
畿
見

せ
ん

ε
す

る
も

の
、
即

ち
肚
會

生
活

の
自

然
科
學
を
建

設

せ
ん

ε
す

る
も

の
で

あ
る
が
、
然

る
に
さ
き
に
述

べ
し
如

く
、
砒
會
生
活

に
は

自
然
法
則

は
存

在
し
得

な

い
の
で
あ

る
か
ら

、
か

、
る
甦
會

學
の
成

立
す

る
可
能
性

は
全
く
存

在
し
な

い
ε
云
は

ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ

る
。

戸
四
)

批
.
判

的

考

察

厚

以
上
述

べ
凍
り

し
庭

に
よ
り
て
、
余
は

デ

イ
ー

ル
の
愈

愈
科
學

の
概
念
を
、

か
な
り
詳

し
く
説
明

し
た

こ
思

ふ

が
、
暴

れ

よ
り
同

氏
の
説

を
批

劉
酌

に
考
察

し
て
見
た

い
ご
思

ふ
。
.先
づ
同
氏
が
他

の
科
學

分
類
説

に
加

へ
把
る

批
評

、
即

ち
自

然
科
學

ε
精
神
科
學

ご
の
匪

別
に
閲
す

る
ゲ

イ

ル
タ

イ
の
説
や
、
天
目

燃
料
學

ご
歴

史
學

や
文
化

科
畢

ご
の
嘔

別

に
關
す

る
リ

ッ
ケ

ル
ー・
の
説
や
智
自
然

斜
里

ご
目
的

科
學

ε

の
匠
別

に
關
す

る

シ
ユ
タ

ム
ラ
ー
の

読
響

に
加

へ
た

る
批

評
を
概

観
す

る
ご
、
其
誓

の
諸
説

に
關
す

る
同
氏

の
理
解

の
充
分

で
な

い
事

を
威

じ
ざ

る
を

得
な

い
の
で
あ

る
。

そ
う
し
て
夫
れ
は
結

局
哲
學

ざ
科

學

ε
の
匠
別

に
開

心
て
、

同
氏
が
明
確
な

る
思
想

を
抱

い

お

　
　

て
居
な
い
が
爲
め
で
あ
る
か
ε
思
ふ
。
併

し
此
庭

弧
諸
家
の
科
學
論
に
勤
す
る
同
氏
の
批
評
ガ
で
も
詳
し
く
論
評

し
て
居

る
暇
は
な

い
か
ら
、
直
ち
に
同
氏
の
肚
愈
濟
聾

の
概
念
を
批
制
す

る
こ
.ご
ど
す
る
。

■



圃

今

デ

ィ
ー

ル
の
自
然

斜
里

ε
肚

會
科
學

ご
の
漫

寛
を

.
批
堀
的

に
轡
察

せ
ん
ご
す

る
に
嘗
て
、
善
人

の
先
づ
注

意
す

可
き

は
同
氏

の
自

然
的

の
も

の
及
び
　肛
會
幽
,の
も

O
の
概

念
で
あ

る
。

上
に
述

べ
七
威

に
よ
b

て
知

ら
れ

る

如
く
、
同
氏

は
方

法
の
上

か
ら
科
學

の
分
類
を
企

だ
て

る
の
で
な
く
、
只
劃
象

の
上

の
み

か
ら
之
を

企
だ
て

る
の

で
あ

る
か
ら
、
同
氏

の
科
學

分
類

の
正
し
き
や
石
.や

は
、

『
に
同
氏

の
科
學

の
野
象

の
分
類

が
正

し
き
や
否

や

に

よ
り

て
定
ま

る
の
で
あ

る
。

そ
う

し
て
同

氏
の
'戛
然
域

は
自
然
的

の
も

の

ε
云

ふ
は

、

つ
ま
b
人
.闘

が
其

の
上

に

作
用

し
攣
更
す

る

こ
ご

の
出

家
な

い
、
只

受
働
的

に
鑑

識
す

る
だ
け

の
も

の
を
意
味

し
、
之

晒
に
反

し
て
肚
會
的

の
も

の
ε
は
、

つ
ま
り
人
腸

が
彼
等

の
協

働

に
よ
軸

て

、
能
働

的

に
其

の
上
に
作

用

し
得

る
も

の
を
意
味

す

る
。

併

し
吾

人
は
果
し

て
看

の
如
く

に
軍
純

に
、
自
然
的

の

も
の
こ
肚

曾
的

の
も

の
ご
を
、
匠
別
す

る
こ

ご
が
出
家

る

で
あ
ら
う

か
。

全
鮭

人
間

が
戴
物

の
上

に
作
用
を

及
ぼ

し
、
之
を
憂
更
す

る
芭
云

ふ
こ
ε
が
、
學
的

意
義

を
有
す

る
に
は
、
夫

れ
は
人
間

が
意

識
的
計
書
的

に
作
用
す

る

こ
ご
を
意

味

し
な
け

れ
ば

な
ら

沌
。
人
間

が
只
本

能
的
無

箭
需
的

に
行
動
す

る
こ
ε
は
、
假
令
夫
れ

に
よ
h
.て
或

物
が
、
.人

な

る
影

響
を
受

け
た

航
ば
,こ
て
、
吾
人
は

之
を

人
澗

の
働

き

に
よ
り

て
、
生
じ
た
も

の
こ
云
ふ
こ

ピ
が
田

楽
奪

い
。

そ
う
し

て
右

の
黙

に
注
意

し
て
考

へ
る
ざ
、

再

入
は
先

づ
自
然
的

の
も
の
は
人
聞

の
作

用
を
受

け
て

、愛

更

さ
れ
る
も

の
で
あ

る
こ
ε
を
見

る
。實

に
人
馴

が
甘

撚

を
征

服
し
、
支

配
す

る
こ
ざ
が
文
化

の
本
質
で
あ

る

ε
も

云
は
れ

て
居

る
の
で
あ

る
。

之
れ

巴
同
時

に
叉
人
間

の
協

働
が
本
能
約

無
計
叢
的

に
し
て
、
.其

の
産

物
が
無

意
識
的
無

計
査
的

な
結
果

で
あ

る
場
合

、
即

ち
瀧

會

が
自

論

叢
.

肚
會
的
法
的
繹
濟
學
の
考
察
(二
、完
)
.
.

第
十
三
巻

(第
四
號

四
五
)

四
九
五

ゲ

r

8

」
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論

叢

肚
會
的
法
的
羅
濟
學
の
考
察
〔二
.完
)

.

第
†
三
巻

(第
四
號

四
六
)

四
九
六

然
的

に
成

立
し
、
憂
動

し
、
.自
然
的

な
結

果
を
生
す

る
場
合

の
あ

る
こ
ご
も

明
ら

か
で
あ

る
。
肚
會

の
巾

に
は
自

然
的
肚
會

ざ
爾
せ
ら
れ

る
程
、
人
間

の
意
識
的
計
叢
的

努
力

ξ
關
係

の
な

い
も
の
も
あ

る
の
で
あ
る
。

要
す

る
に

入
間

の
協

働
或

は
吐
會

は
、
悉

く
意
識

的
計
書
的

に
生
成

し
、
攣

動
ず

る
も

の
で
な
け

れ
ば
、

又
其

の
協
働

の
結

果

、
肚
會

的
産

物

が
、
悉

く
意
識

的
計
蓋
的
産
物

で
あ

る
の
で
は
な

い
の
で
あ

る
。
そ
う

し
て
人
間

の
無
意
識

的

無

計
壷
皿
的
協

働
は
、
嵌
合

人
聞

の
協
働

で
あ

っ
て
も
、
夫

れ
は
矢
張
じ
自
然

的

の
も

の
に
し
て
、
人
間

の
作

れ

る

も

の
ε
し
て
見
ら

れ
る
肚
會
的

の
も

の
で
は
な
く

、
又

夫

れ
よ
b
生
挙

る
無

意
識

的
無
討
書

的
結
果

は
、
人
間

の

協
働

の
産

物
で
め

る
が

、
夫
れ

は
矢

張
り
自
然
的
産
物

で
め

つ
て
、
.人
間

の
作
れ

る
も

の
ε
し
て
見
ら

れ
る
、
.砒

會

的
産
物

で
は
な

い
の
で
あ

る
o

さ
れ
ば
實
在
を

デ
イ
ー

ル
の
云
ふ

が
如

き
意
味

に
て

、
實
質

的

に
劃
然

、
自

然
的

の
も

の
ε
肚
會

的

の
も

の
ざ

に
匠

別
す

る

こ
ε
は
出

來
な

い
の
で
め

る
。
實
在

は
デ

ィ
ー

ル
の
云
ふ
が
如

き
意

味

に
て
、
自
然
的

の
も
の

ε
肚

會

的

の
も

の
痙
し

て
、
判

然
相
対

立
す

る
二

つ
の
部
類

に
分
れ
て
居

る
の
で
な

い
の
で
あ

る
。

そ
う
し
て
同

氏
が

肚

會
的

の
も

の
ε
綱
す

る
も
の
中

に
も
う
即

ち
人
聞

の
協
働

や
実

れ

よ
り
生
す

る
も

の
の
中

に
も
、

同
氏
の
云

ふ

意
味

に
て
自
然
的

の
も

の
ε
認

め
ね
ば
な
ら

楓
も

の
も

あ

る
の
で
あ

る
。
要
す

る
に
余

は
デ

ィ

ー
ル
の
云
ふ
目
無

或

は
自
然

的

の
も

の
の
概
念

は
、
今

日

↓
般

に
承
認

さ

れ
て
居

る
も

の
で
あ

る
が
、
併

し
夫
れ

は
實
在

の
見

方
で

あ

っ
τ
、
伺
氏

の
考

へ
る
如
く

一
定

の
實

在

は

只
自

然

適
し
て

見
做

さ
れ
る

だ
け
で

あ
る
ご

回
持

に
、

～
定

の

O



,

實
在

は
全

く
自
然

`
は
見
散

さ
れ
な

い
ε
云

ふ
意

味

に
、
解

さ
る
可

き
も

の
で
な

い
ε
考

へ
る
の
で
あ

る
。
.同

一

の
實
在
に
し
て
自
然
的
・島

微
さ
れ
る
方
面
を
有
す
る

ご

同
時

に
、
叉
自
然
的
で
な

い
、ε

見
倣

さ
れ
る
万
両
を

も
、
有

し
て
居

る
ε
考

ふ
可
き
で
あ

る
。

つ
ま

り
入
間

の
力

か
ら
凋

立
し
て

声
の
つ
か
ら

生
成

し
攣

動
ず

る
蓬
見

倣

さ
れ

る
も

の
は
総

て
自
然

的
で
あ

る
が
、
併

し
同

一
の
實
在

に
し

て
此

の
如
き
意
味

に
て
自

然
的

,し
見
倣

さ
れ

る
ご
可
聴

に
、
叉
自
然

的

で
な

い
ご
見
倣

さ
れ

る
も

の

ば
少

な
く
な

い
の
で
あ

る
。
否

な
實

在

の
.総

て
は
そ
う
で

あ
る
ご
は
云
は
れ
な
く

ε
も
、
貴
注

の
大

部
分
は
そ
う

で
あ

る
,し
云
ひ
得

み
分
で
あ

る
。

そ
う

し
て
肚
會

的
の
も

の
も
亦

、
之
を
自
然
的

の
も

の
巴
見
倣

し
得

る
方
面
を

有

っ
て
居

る
。
.即

ち

一
方

か
ら
見

れ
ば
、
総

て
肚
會
的

の

も

の
は
自
然
的

の
も

の
で
あ
る
ε
云
ひ
得

る
の
で
あ
る

。

さ
れ
ば
貴
注

の
自
然
的
.ε
見
做

さ
れ
る
方

面
に
対
立
す

る
方
面

は
、
之

を
耐
會

的

ξ
構

す

る
こ
ε
は
正

し
く
な

い
の
で
、
吾

人
鳳
他

の
語

を
以

て
之
を

云
ひ
表

さ
ね
ば
な

夢

函
。

そ
う

し
て
之
を
精
神
的

ざ
云

ふ
こ
ε
も

、
若

し
.此

の
語
を

一
定
の
意
味

に
限
定

し
て
用

ゆ
れ
ば
決
し
て
不

適
當

で
は
な

い
が

、
併

し
精
神
的

ご
云

ふ
語

は
色

々
な

意
味

に
用

ひ
得
ら

れ

る
か
ら
、
此

の
語

を
用

ひ

て
自
然
的

の
方
面

に
劃
立
す

る
方

面
を
云
ひ
表

は
す

こ
ε
・は
、
種

々
な

る
誤
解

を
生
す

る
恐

れ
が
あ

る
。

そ
こ

で
今

日
は
文

化
或

は
文
化
的

蓬
云

ふ
語
を
以

て
、
其

の
方
面

を
云
ひ

表

は
さ
ん
ご
す

る
傾
向
が
、

一
般
的

に
な

り

つ
玉
あ

る
の

で
あ

る
。
併

し
文

化
ε
云

ふ
語
も
亦
矢
張

り
、
色

々
な

意
味

に
解

さ

れ
て
居

る
か
ら

.
此

の
語
も
決

し

て
満
足

な

.

る
も

の
で
あ
る

・し
は
云

は
.れ
な

い
。

さ
れ
ば
厳
密

に
云

へ
ば
、
實

在

の
自
然
的
方
面

に
樹

立
す

る
他

の
方
面
を

、

論

叢

壮
會
的
法
的
輝
濟
學
の
考
察
(二
、完
)
.

第
+
三
巻

(第
四
號

潤
七
)

四
九
七

,

、
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論

叢
.

肚
曾
的
法
的
縄
溺
學
の
考
察
(二
豎完
)
.

第
十
三
巻

(第
四
號

四
八
)

四
九
八

只
消
極
的
に
非
自
然
的
方
面
ε
構
す

る
よ
り
外
に
、
.適
當
な
仕
方
が
な

い
ご
云
は
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
叉
何
等
か
の
語
を
用
ひ
て
、
之
を
積
極
的

に
云
ひ
表
は
さ
ね
ば
、
.吾
人
は
満
足
す
る
こ
ε
が
出
來
な
じ
。

そ
う
し
て
強

い
て
之
を
積
極
的

に
云
ひ
表
は
さ
ん
ε
す

る
に
於
て
は
、
余
は
文
化
ご
云
ふ
語
が
、
比
較
的

に
適
當

で
あ
る
か
ε
考

へ
、
余
あ
亦
此
の
語
を
用
ひ
て
居

る
の
で
あ
る
。
但
し
此

の
場
合

に
文
化
を
廣
義
に
解
し
、
人
間

の
意
識
的
計
諾
的
努
力

か
ら
濁
立
レ
て
、
お
の
つ
か
ら
生
成
し
保
持
し
、
愛
動
ず

る
も
の
を
、
総
て
自
然
ε
罹
す
る

に
射

し
て
、
人
間

の
意
識
的
計
訟
的
努
力

L
よ
り
て
形
現
せ
ら
れ
、
保
持

せ
ら
れ
、
憂
更
さ
れ
る
も
の
を
、
総
て

良
化

ε
爾
す
る
の
で
あ
る
。
吐
く
て
自
然
或
は
自
然
的

ε
は
、
人
閥
の
努
力

か
ら
凋
立
し
て
お
の
つ
か
ら
生
成

し
、

保
持

し
馬
愛
動
ず

る
實
在
の
方
面
に
し
て
町
文
化
或
は
文
化
角

岩
は
、
人
間
の
努
力
れ
よ
句
τ
形
成

せ
ら
れ
、
保

.

侍
せ
ら
れ
、
.攣
更
重
れ

る
實
在
の
方
面
で
み
る
の
で
あ
る
。

余
は
右
に
述

べ
し
如
く
に
.
實
在
の
自
然
的
方
面
己
文
化
的
方
面

ε
を
匪
捌
し
、
此
く
て
實
在
を
忽
識

し
.
理

解
せ
ん
ε
す
る
人
間
の
意
識
的
、
組
織
的
、
計
謁
的
努
力
ε
し
て
の
科
學
を
、
其
の
対
象
の
上
か
ら
見
で
、
自
然

ノ

科
學
ご
文
化
科
學

ご
に
大
別
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
余
.の
此
の
見
解
は
リ
ソ
ケ
ル
の

・説
に
基
い
て
立
て
ら
れ

た
る
も
の
で
あ
る
が
、

然

る
に
ソ
ッ
ケ
ル
ト
は
科
學
を
対
象
の
上
か
ら
見

て
、
自
然
化
學
.ご
文
化
科
學
蓬
に
分
類

す
る
の
み
な
ら
す

、
更
に
方
法
の
上
か
ら
見
て
、
之
を
自
然
科
學

ε

歴
史
科
學
ご
に
匪
別
せ
ん
ご
す

る
の
で
あ

る
。
即
ち
洞
氏
は
實
在
を
普
遍
化
的
起
認
識
せ
ん
ε
す
る
も
の
を
自
然
群
集
ξ
爾
し
、
之
れ
に
謝
し
て
實
在
を
箇



～

性
化
的

に
認
識

せ
ん
ε
す
る
も
の
を
、
歴
史
科
學
ε
構
す
る
の
で
あ
る
。
但
し
同
氏
の
實
在
を
普
遍
化
的

に
認
識

す

る
ε
云
ふ
の
は
藩
つ
ま
り
箇
燈
を
類
概
念

に
撮
馭
し
、
之
れ
に
夫
れ
自
身
凋
立
の
意
義
を
認
め
ず
、
之
を
類
概

念

の
見
本

嬉
し
て
把
捉
す
る
こ
嬉
を
意
味

し
、
之
れ
.に
醤
し
て
實
在
を
箇
性
化
的
に
認
識
す

る
嘘
は
、

つ
ま
b
箇

膣

に
実
れ
自
然
稠
立
の
意
義
を
認
め
、
之
を
普
遍
債
値
に
結

び
つ
け
て
、
或
は
關
係
さ
せ
て
、
其
の
猫
立
の
意
義

を
究
明
す

る
こ
・し
を
意
味
す

る
の
で
あ
る
ρ
併

し
余

は
比
の
黙
に
於
.て

ゾ
ッ
ケ
ル
ト
ε
見
解
を
異
に
し
て
居
る
の

で
、
余
は
科
學

ε
は
総
て
實
在
を
概
念
的

に
或
は
普
遍
化
的

に
認
識
せ
ん
こ
す

る
も
の
に
し
て
、
箇
禮
を
理
解
す

る
ε
云
ふ
こ
ε
が
、
箇
鵠

の
夫
れ
自
身
猫
立
に
有
す
る
意
気
を
究
明
す
る
ピ
云
ふ
こ
ε
を
意
味
す

る
に
於
て
は
、

.

夫
れ
は
即
ち
哲
學
の
任
務

の

一
で
あ
る
ε
者

へ
る
の
で
あ
る
.
吐
く
て
余
の
科
學
論
の
主
旨
を
明
ら
か
に
す
る
爲
.

め
に
は
、
此
庭

に
少
し
く
余
の
哲
學
概
念
に
付
て
述

べ
て
、置
か
ね
ば
な
ら

阻
。

余
は
哲
學
の
概
念
を
決
定
す
る
に
.付
て
も
、
大
膿
上

リ
ソ
ケ
ル
ト
の
、説
に
從
ふ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
今
余
は
」

實
穿

は
鑛

的
の
も
の
に
し
て
、
巡
繧
欝

或
は
超
越
釣
釜

奮

云
ふ
が
如
き
も
の
は
存
在
し
な

い
・
考

へ

る
・
.併
し
夫
れ
高

聴

に
叉
、
超
験
的
な
も
の
、
、或
は
超
越
的
な
も

の
ε
し
て
、
絶
対
的
婆

賞
す

る
も
の
、
.即

ち
繕
劃
的
償
値
の
存
在
す
る
を
認
め
る
。
そ
　
し
て
絶
対
的
償
値
が
實
在

ε
結
合
す

る
に
於
て
、
此
威

に
實
在
の

意
義
が
生
す
る
ε
考

へ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
意
義

ε
は
實
在
に
付
て
云
は
れ
る
の
で
あ
る
、が
、
併
し
實
在
は

実
れ
自
身
で
意
義
を
有
す
る
も
の
で
?

、・
之
れ
に
絶
射
的
塁

が
結
合
す
る
に
於
て
、
農

長

の
嚢

笙

論

叢

蕃

的
誌

揺

堅
の
藁

三

・完
)

第
+
三
巻

(第
四
號

四
九
)

四
九
九

7
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論

叢

肚
會
的
法
的
繹
濟
學
の
考
察
(二
、完
)

.

粥
十
三
巻

(第
四
號

五
〇
)

五
〇
〇

す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
余
は
實
在
及
び
維
劃
的
儂
値

の
本
質
を
究
明
し
、
叉
絶
劃
的
債
値
が
實
在
に
結
合
す

る
こ
巴
に
よ
め
て
、
實
在

の
意
義
の
生
す
る
原
理
を
究
明
す
る
の
が
、
即
ち
哲
學

の
根
本
的
任
務
或
は
普
遍
哲
學

の
任
務
で
め
る
ε
考

へ
、
又
夫
れ
夫
れ
の
實
在
の
部
類
に
付
て
、
夫
れ
夫
れ
の
絶
対
的
債
値

の
結
合
、
即
ち
實
現
、

つ
ま
り
其
の
實
在
部
類
の
意
義
を
究
明
す

る
の
が
、

つ
ま
り
去
れ
実
れ
の
特
殊
哲
學
の
任
務

で
あ
る
ご
考

へ
る
の

で
あ
る
。
荷
ほ
余
は
総
て
の
絶
対
的
償
値
が
、
人
類
の
歴
史
的
生
活
全
盤

に
於
て
實
現
す
る
具
騰
的
形
態
を
、
総

括
的
に
嵩
発
す

る
も
の
を
、
歴
史
哲
學
ご
云
ふ
の
で
あ

る
.
然
る
に
絶
勤
的
優
値
の
實
現
、
或
は
貴
注
に
結
合
す

る
ε
云
ふ
ε
ε
は
、
箇
膿
に
於

て
行
な
は
れ
る
の
で
、
全
艦
に
於
け
る
債
値
の
實
現
ε
云
ふ
が
如
き
も
の
は
な
い
。

.

あ

全
膿
が
意
義
を
有
す
を

は
、

つ
誉

夫
れ
を

一
の
箇
燈

覧

て
云

ひ
得
ら

れ
る
の
で
、
塗
壁

し
て
の
全

膿
に
は
意
気
は
な

い
の
で
あ
る
。
此
く
て
箇
艦
の
実
れ
自
身
凋
立
の
意
義
を
究
明
す
る
ご
云
ぷ
こ
ど
は
、
つ
ま
り

特
殊
哲
學

(
歴
史
哲
學
を
も
含
む
)
の
任
務
で
あ
る
の
で
あ
る
。

余
は
以
上
述

べ
し
如
く
に
、
哲
學
ε
科
學
ε
の
匠
別
を
立
て
、
そ
う
し
て
科
學
ご
は

っ
ま
臥
實
在
を
普
遍
化
的

に
或
は
概
念
的
に
認
識
せ
ん
ご
す
る
も
の
で
あ
る
ご
考

へ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
方
法
の
上
か
ら
見
て

ソ
ッ
ケ
川
ト

の
立

つ
る
が
如
さ
、
自
然
科
學
ε
歴
史
科
學

ε
の
匠
別
を
、
認
め
な

い
の
で
あ
る
。
此
く
て
余
は
科
學
は
方
法
の

上
か
ら
見

れ
ば
、
総
て
普
遍
概
念
を
究
明
し
,
法
則
を
確
立

せ
ん
亡
す
る
も
の
で
あ
る
ε
考

へ
る
も
の
で
あ
る
。而

し
て
余

の
概
念
或
は
普
遍
概
念
ε
云
ふ
は
満
つ
ま
り
類
概
念
を
意
味
す

る
も
の
即
ち
類
の
箇
艦

の
総
て
に
共
通
す

隔

/

9



る
、

一
般
的
共
同
的
諸
性
質
の
総
膿
を
意
味
す

る
も
の
に
し
て
、
叉
余
の
法
則
ご
云
ふ
は
、
類

の

一
般
的
共
同
的

詩
性
質
問

に
存
す

る
因
果
關
係
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
法
則
に
は
大
艦
上
二
種

の
別
を
立
て
る
こ
ε
が

必
要

で
あ
る
ε
思

ふ
。
其
の

一
は
類
の
共
同
的
諸
性
質
盟

に
存
す

る
普
遍
必
然
的
な
る
因
果
蘭
係
、即

ち
類
に
厨
す

る
縮

て
の
箇
鵬
の
何
れ
に
於
て
も
馬
必
す
實
現
さ
れ
る
因
果
關
係
を
意
味
す
る
法
則
に
し
て
、
余
は
之
を
自
然
法
則
.

ε
構
す
。
其

の
二
は
類

の
共
同
的
諸
性
質
間

に
存
す
る
大
騰
上
の
因
果
關
係
、
或
は
大
数
的
因
果
關
係
、
即
ち
類

に
屡
す

る
総
て
の
箇
騰
の
何
れ
に
於
て
も
、
必
ず
實
現

さ
れ
る
重
.匹
ふ
の
で
は
な

い
が
、
併
し
其

の
多
数
に
於
て

實
現
さ
れ
る
因
果
關
係
、
或
は
全
艦

の
上
か
ら
見
て
實
現
さ
れ
る
ご
認
め
ら
、れ
る
因
果
關
係
を
意
味
す
る
法
則
に

し
て
、
余
は
之
を
傾
向
法
則
ご
云
ふ
。
但
し
余
は
ま
だ
因
果
關
係
が
確
讃

さ
れ
て
居
な

い
が
、
.併
し
経
験
上
謹
明

さ
れ
て
居
る
大
磯
上
の
共
件
關
係
を
も
、
傾

向
法
則
の
概
念
中
に
含
ま
せ
る
の
で
あ
る
。
暴
れ
余
は
共
俘
關
係
は

因
果
關
係
の
獲
見
の
前
階
段

に
し
て
、
結
局

は
因
果
關
係
で」
し
て
確
立
さ
る
可
き
も
の
ご
考

へ
る
か
ら
で
あ

る
。

今
右
に
述

べ
し
余

の
科
學
論

か
ら
見
る
ε
、
デ
イ
一
州
の
自
然
科
學

ご
肚
會
科
學
ε
の
匠
別
は
、
方
法
の
上
か

ら
見
れ
ば
、
・
つ
ま
り
余
の
自
然
法
則
ε
稔
す

る
も
の
を
確
立
せ
ん
ε
す
る
科
學
を
自
然
科
學
ざ
構
し
、
そ
う
し
て

余
の
傾
向
法
則
ε
稗
す
る
も
の
を
確
立
せ
ん
ε
す

る
科
學
を
、
肚
會
科
學

ビ
構
す
る
こ
ε
に
な
る
の
で
あ
る
。
併
し
.

さ
き
に
述

べ
し
如
く
、
デ
イ
ー

ル
の
解
す

る
意
味

に
て
、
自
然
科
學
に
対
立
す

る
科
學
部
類
を
、
耐
會
科
學

ε
構

す

る
は
正
賞
で
な

い
、
少
な
く
も
精
確
で
な
い
の
で
あ
る
。
余
は
之
を
さ
き
に
述

べ
し
が
如
く
、
文
化
科
學

ピ
稽

論

叢

肚
會
的
法
的
経
済
學
の
考
察
(二
、完
)

・

第
十
三
巻
.
(第
四
號

五
一)

五
Q
一



論

叢

肚
曾
的
法
的
経
済
學
の
考
察
(二
、完
)
.

第
十
三
巻

(第
四
號

五
二
)

五
Q
二

す

る
方
が
正

し

い
、
或

は
少
な
く
も

よ
り
精
確

で
あ
る

ε
考

へ
る
の
で
あ

る
。
併

し
夫

れ
は
別
段
に
重
大
な

問
題

で
は
な

い
ピ
し
て
も
、
余

は
デ

イ
ー

〃
の
如

く
、
法

則

ご
云

へ
ば
維

て
自
然

法
則
を
意
味
す

る
も
の

に
し
て

.
余

の
傾
向

法
則

ε
稠
す

る
も
の
を

法
則

で
な

い
ご
見
倣

し
、

そ
う

し
て
同
氏

の
泄
會
科
學

ε
禰
す

る
も

の
は
、
全
く

法
則

の
確

立
に
關

係

の
な

ぎ
も

の
、
或
は

法
則
を
排
斥

す

る
を
以

て
、
其

の
自

然
科

學

に
謝
立
す

る
特

徴

ε
見

る

は
穏
當
で
な
じ
毫

考

へ
の
で
あ
る
。
・同
氏
が
肚
會
科
學
が
確
立
す

る
を
目
的
亨

る
ε
云
ふ
規
律
性
或
は
獲
達

傾
向
な
る
も
の
・
即
ち
余

の
傾
向
法
則
羅

す
る
も
の
は
・
獣

論
上
根
本
的
に
は
自
然
詰

巌

別
さ
れ
る
し

の
で
な
く
、
矢
張

り

一
定

の
範

域
内

に
於

け

る
、

　
般

的
な
因
果

關
係
を
意
味
す

る
も

の
で
あ

る
。

さ
れ
ば
認
識

論

上
、
法
則

の
確

立
を

目
的

也
す

る
自
然
科

學
に
樹
立

す

る
、
他

の
科
學
部
類

を
立

て

ん
ε
す

る
に
於

て
は
、
実

れ
は
本

來
因
果
關

係

ご
は
線
本

的

に
性
質

を
異

に
す

る
、
他

の
關
係
或

は
結
合

を
確
立
す

る
こ
巴
を

目
的

ε
す

る

も

の
、
即

ち
ゲ

イ

ル
タ
イ

の
云

ふ
精

神
科

學
や
、

リ
ッ
ケ

ル
ト
の

云

ふ
歴
史

科
學

や
、
叉

シ
ユ
タ

ム
ラ
ー
の
　写
ふ

.
目
的

科
學

の
如

き
も

の
で
な
も

ね
ば
な
ら

灘
。

デ
イ

ー

ル
の
云
ふ
が
如
き
肚

會
科
學

は

.卜
認
識
論
上

目
燃
料

學

に

封

立
す

る
も

の
で
な
く
、
其

の

一
種

ε
見
倣

さ
る
可
き
も

の
で
あ

る
。
要
ず

る

に
デ

イ
ー

ル
は
ゲ

イ
ル

タ
イ
や

リ
.

ッ
ケ

ル
ト
や

シ
ユ
タ

ム
ヲ
ー
な
ぞ

の

科
學
勢

類
論

を
批

評

し
な

が
ら

、
し

か
も
省

ほ
充

分

に
其

筈
諸
家

の
説

の
藁

蓑
を
、
理
解

し
て
盾
な

い
の
で
は
な

い
か
ε
疑

は
れ

る
。

終

り

に
余
は

デ

イ
ー
ル
が
、

シ
ユ
タ
ラ

ハ
ー
の
就
會

斜
里

の
概

念

か
ら
、
目
的

論
的
見
地

を
排
斥

し

て
、
経
済

、



學

を

シ
ユ
タ

ラ
ム
ー
の
云

ふ
が
如

き
目
的
科

學

ε
し
で
は

な
く
、
同
氏

自
身

の
云

ふ
肚

會
斜
里

ε
し
て
建
設

せ

ん

ε
す

み
こ
亡
は
、
経
済
學

上
結

局
何
等
新

し
き
貢
献
を

な

さ
す

し
.て
終

る
の
で
は
な

い
か
ぜ
思

ふ
。

余
は

シ

ユ
タ

ラ

ム
ー
の
目
的
科
學

巴
云

ふ
は
、

結

局
哲
學

ε
し

て
精

練

さ
る
可
き
も

の
で
、
科
學

で
は
な

い
ご
考

へ
る
が
、

し

か
も
同

氏
の
云

ふ
が
如

き
目
的
科
學

ε
し
て
、
實
際

上
経

済
學

を
建

設
せ
ん

ε
す

る
こ
ε
は
、
経
済
學

の
研
究

の

現
状

か
ら
見

て
大

に
意
味

あ

る
こ
ざ
ご
思

ふ
。
即

ち
経
済

の
哲
學
的

研
究
の
鞍
達
上
、
重
要

な

る
意

味
を
有
す

る

`
思

ふ
。
然

る
に
デ
イ
ー

ル
の
如
く

に
、
目
的
論
的
見

地
を
排

斥
し
、
同
氏

の
所
謂
祉
會
科

學
ど

し
て
、
之
を
建

設
す

る
に
於

て
は
、
同
氏
は
種

々
辮

を
弄
し

て
居

る

に
拘
ら
す

、
同
氏

の
脛
濟
學

は
結

局

歴
史
的
経
済
學

の

一
種

に
過

ぎ
ざ

る
も
の

C
な
b

・
経
濟
學

の
獲
達

に
封

し

て
、
特

に
新
し
き
貢
献
を
な
す

ご
寒

し

に
、
終

る

の
で
は

あ
る
ま
い
が
。
余
は
同
氏
の
豫
告

さ
れ
て
居

る
如
く
に
、
其
の
脛
濟
學
本
論
の
諸
巷
が
稜

々
公
に
さ
れ
ん
こ
`
を

希
望
し
、
又
其
筈
の
諸
藩
が
公
に
さ
れ
た
上
に
て
、
改
め
て
再
び
論
評
を
試
み
陀
い
ε
思

ふ
。
(完
結
)

論

叢

肚
省
約
法
的
縄
酒
事

の
考
察

(
二
、完
)

第
十
三
巻

(第
四
號

五
三
)

五

Q
三

●

」


